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平成30年度 城西国際大学

シニア・ウェルネス大学受講生募集

お問い合わせ・申し込み 城西国際大学　生涯教育センター
〒283-8555　東金市求名1番地
シニア・ウェルネス担当　☎0475-55-7685
受付時間：月曜日〜金曜日　9：00〜17：00（日・祝祭日除く）

▶1年次のみ：「基礎健康・体力づくりコース」　定員：30名（先着順）

www.jiu.ac.jp
城西国際大学から読者の方へ
耳より情報をお届けします

第17回 水田三喜男旗争奪高校剣道大会開催のお知らせ
　城西国際大学10周年を記念して開催された初回大会も第17回を迎えるまでに至り、北は青森、
南は熊本からの剣道強豪校と韓国選抜男子チームを含む男女各 48チームが参戦し、城西国際大
学創立者水田三喜男の冠旗争奪戦が繰り広げられます。
　観戦は自由〈入場無料〉です。東金市内の皆さまの応援をお願いします。
日時：平成 30年 2月 4日　8：30開会式　8：50試合開始
場所：城西国際大学スポーツ文化センター

〈プログラム概要〉
受講対象：�通勤可能な地域に在住する 40 歳〜 69 歳

までの方
実　　技：�体力づくりの運動、誰でも楽しめるスポーツ

の実施
講　　義：健康・運動・栄養等についての講義　
開講回数：合計 26回（前期 13回、後期 13回）
開講曜日：指定された土曜日（あるいは水曜日）
開講時間：11：10 〜 12：40（大学講義　2時限目）
　　　　　13：30〜 15：00（大学講義　3時限目）
　　　　　実習（学外）等は 9：30〜 17：00で行います。
講　　師：城西国際大学教員及び外部講師
受講をご希望の方は、お問い合わせのうえ必ず次のいずれかの説明会にご参加ください。

受講説明会日程 1/31（水）・2/14（水）・3/3（土）
13：30〜
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　道の駅みのりの郷東金のいちご狩りは、毎年12月中
旬から5月中旬まで楽しめます。高設栽培なので腰をか
がめることもなくもぎ取れます。また、通路が広いので
車いすやベビーカーでも快適にご利用いただけます。
　栽培されている品種は「かおり野」「章姫」「紅ほっぺ」に
加え千葉県オリジナルの品種「チーバベリー」も！ 
　ただし「チーバベリー」は限定品であることや、時期によって採れる品種が異なる
ので、希望の品種がある場合は事前に問合せておくのがGOOD。いちご狩りは30
分食べ放題。道の駅に併設しているので、何かと便利です。　　　休園日　木曜日

『ときめき』はここに置いてあります（順不同）
市内

表紙イラスト／小沢陽子
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「ふるさと納税」による寄附のご案内　☎0475-50-1208　東金市役所財政課
東金市は、徳川家康ゆかりの場所が数多く点在し、里山風景が残る気候の穏やかな市です。そんな歴史と自然を守りつつ、教育、高齢者、障害者、保育の支援に積
極的に取組む東金市の施策に共感いただける皆様からの「ふるさと納税」による寄附のご協力をお待ちしています。詳細はお問い合わせ下さい。3
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プレゼント 1

お問い合わせは ☎0475-55-6211
 http://www.tobunspo.or.jp

東金文化会館
イベント情報

① QRコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、右のQRコードを読取ってください。
② メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください
③ メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。

※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）
※ 携帯電話メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

～東金文化会館チケット発売情報などをいち早くお届けします。～
携帯メルマガ配信中！

メルマガ会員特典ありメル
マガ

下記アドレスに空メール〔題名（件名）、
本文を何も入力しない〕を送って下さい。
merumaga-toganebunka@mhai.Jp

東金文化会館四季彩（いろどり）コンサート-冬2-

激団HIGUCHI Tap Show in 東金

世界的タップダンサーHIDEBOHがプロ
デュースする「激団HIGUCHI」が登場！
精鋭ダンサー達のパフォーマンスを間近
で体感するこの機会、お見逃しなく！

〈Dancer〉
KENICHI、NON
清水夏生、nana、HAMACHI 他

〈Piano〉
桧谷康則

2
9
（金）

19：00開演　ホール特設ステージ
全席指定　全席自由2,000円
チケットプレイガイド　A・B・D～I
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
好評発売中

共催事業

あれから7年　わたしたちは何を学んだか

 大ホール　歌は生きる力　13：00〜
 　　　　　千葉交響楽団メンバーによる弦楽四重奏
 　　　　　東金混声合唱団、山武職員合唱団、大里合唱団、茂原たんぽぽ
 小ホール　ライブコンサート 絆 （被災地へのエール）　12：00〜
 　　　　　はんぞう、Hann、クールダディ
 　　　　　三上幸子（Neko）、ジャンクション
 会議室２　映画上映 ◇「蘇生」10：00〜

◇「日本と再生」 13：00〜
 ホワイエ　あれから7年のあゆみとこれから
 　　　　　11：00〜
 　　　　　東北の物産展等　
 　　　　　11：00〜

共通入場券 1,000円　好評発売中　チケットプレイガイド　A・M

3
11
（日）

© 東海テレビ放送

川井郁子（ヴァイオリン）国府弘子（ピアノ）

東京オーケストラ MIRAI

TOGANEシネマvol.23

映画「人生フルーツ」

TOGANEシネマvol.22 

映画「関ヶ原」 SEKIGAHARA

3
4
（日）

人生は、だんだん美しくなる。
信念を持って丁寧に生きる
90歳と87歳の建築家夫婦の物語。

監督　伏原健之

ナレーション　樹木希林

①11：00～　②13：30～　③15：50～　各回入替制
大ホール（上映時間91分）
全席自由　当日券のみ
一般 1,000円/高校生以下 700円（3歳以上）

©2017「関ヶ原」実行委員会

司馬遼太郎の名作小説を豪華俳優陣で映画化。
石田三成の生き様を軸に、関ヶ原の戦いを
描き出す。

原作　司馬遼太郎
監督　原田眞人

出演　岡田准一、役所広司、
　　　有村架純、平岳大、東出昌大　他

2
12
（月・祝）

①10：00～　②13：20～　③16：30～　各回入替制
大ホール（上映時間149分）
全席自由　当日券のみ
一般 1,000円
高校生以下 700円（3歳以上）

弦楽アンサンブルともに、国府弘子の『ラプソディー イン ブルー』、
情熱的な川井郁子のヴァイオリンで贈るコンサートです。

【予定曲目】
ピアソラ：リベルタンゴ
ガーシュウィン：ラプソディ・イン・ブルー
ビートルズメドレー　　他　　
　　　　　　　

【出演者】

3
9
（金）

18：30開演　大ホール
全席指定　1階席　一般2,500円／高校生以下1,500円
2階席　一般2,000円／高校生以下1,000円
※宝くじの助成により、特別料金となっています。
チケットプレイガイド　A・B・D～I　好評発売中
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

八鶴湖
三方を東金城址につらなる山々に囲まれた八鶴湖は、東金市のほぼ中央に位置し、周囲約800mの湖です。

もともとは鉢形の盆地で、その中心に小池があり中世末東金城廃止後、徳川家康が東金御殿を築造のとき池を広げ、
谷池また御殿池とも称しました。春には桜の名所として湖畔に咲き誇ります。

東金文化会館開館30周年記念事業
宝くじ文化公演
国府弘子×川井郁子 スペシャルコンサート
～東京オーケストラMIRAIと共に～

44



プレゼント 3

プレゼント 2

プレゼント 4

東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください　
※ プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください

Ａ�東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
Ｂ�サンピア総合案内所 ☎ 0475-54-3511
Ｃ�多田屋サンピア店 1F ☎ 0475-52-6661
Ｄ�福屋書店 ☎ 0475-54-1730
Ｅ�成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222
Ｆ�さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700
Ｇ�大網白里アミリィ 1F吉井クリーニング ☎ 0475-73-2178

Ｈ�晶光堂茂原アスモ店 ☎ 0475-23-8585
Ｉ�丸越楽器横芝店 ☎ 0479-82-6326
Ｊ�ぴあ ☎ 0570-02-9999
Ｋ�ローソンチケット ☎ 0570-084-003
Ｌ�e ＋（イープラス） http：//eplus.jp
Ｍ�あれから 7年、わたしたちは何を学んだか実行委員会 ☎ 0475-72-3473

東金文化会館開館30周年記念事業

山崎まさよし
Yamazaki Masayoshi String Quartet “BANQUET”

3
24
（土）

17：30開演　大ホール
全席指定　7,500円　チケットプレイガイド　A・B・D～L
好評発売中
販売状況にご注意ください。

※小学生以上有料　 未就学児のご入場は同行の保護者の座席の範囲内
で、周りのお客様のご迷惑にならないようにご覧い
ただくことを大前提とさせていただきます。

3年ぶりのカルテットとの共演ツアー。
幅広い世代から人気の山崎まさよしと、弦楽四重奏が織りなすスペシャ
ル編成でのステージは必見です。
この機会を、お見逃しなく!!

共催事業

鈴木直美ピアノリサイタル
14：00開演　小ホール
全席自由　前売：1,800円／当日：2,000円
チケットプレイガイド　A　好評発売中
和やかなトークを交え、心に響く名曲で
贈る、好評の鈴木直美ピアノリサイタル。
19回目の東金演奏会をお楽しみに。

モーツァルト
　デュポールのメヌエットによる9つの変奏曲
ラフマニノフ
　プレリュード「鐘」、ヴォカリーズ
ショパン
　ピアノソナタ「葬送」より第3楽章
ベートーヴェン
　ピアノソナタ「悲愴」より第2楽章　他

親子deオペラ鑑賞デビュー
「美女と野獣物語」

～二期会BLOC千葉オリジナル版～

0歳から楽しめる、
参加型のオペラ公演です。
鑑賞マナーや公演の楽しみ方も
キャストが楽しくレクチャー。
お子さまのオペラデビューに、
ぜひお越しください。

☆ロビーイベント（13：00〜）
【出演】二期会BLOC千葉

14：00開演　小ホール
全席自由　大人1,500円／子供1,000円
※子供料金は小学生以下。3歳未満は保護者の膝上無料。
チケットプレイガイド　A～I
2月24日（土）前売開始

5
26
（土）

※ 昨年の様子

共催事業　劇団サンブステップス
第16回 オリジナルミュージカル
NEW ～夢のつづき～

山武地域の青少年を中心に、
地域に根ざした活動をしている
劇団サンブステップス。
脚本・演出をはじめ、
すべてオリジナルのミュージカルに
ご期待ください。

4日　14：00開演
5日　14：00開演
小ホール
全席自由　1,000円
チケットプレイガイド　Aのみ
3月上旬前売予定

5
4
5

（金・祝）

（土・祝）

昨年の公演

4
28
（土）

桜を愛でる 

八坂茶会

恒例の「八坂茶会」を、
桜の季節に開催します。
桜花を愛でながら、
一服いかがですか？
お気軽にお越しください。

10：00～15：00　和室

※1日先着200名までとさせていただきます。
※定員（200名）になり次第終了いたします。あらかじめご了承ください。
協力：東金茶道会
後援：東金市観光協会

入場無料

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。プレゼント

4
7・8
（土・日）

雄蛇ヶ池
周囲約4km、面積約25haで湖岸線が複雑に入り込んだ美しい池です。
湖畔沿いは遊歩道が整備されており、ウォーキングや野鳥観察などを楽しめます。55



プレゼント 5

プレゼント 7

プレゼント 6

山武市成東文化会館　　千葉県山武市殿台290-1 ☎0475-82-5222
さんぶの森文化ホール　千葉県山武市埴谷1904-5 ☎0475-80-9700

　e-mail：n-bunka@city.sammu.lg.jp
　http：//www.city.sammu.lg.jp/site/sammushibunkakaikan/

お問い合わせは
山武市文化会館

イベント情報

東金市観光協会ホームページ　http：//www/toganekanko.jp/　　フェイスブックhttps：//www.facebook.com/toganekanko/
東金市の観光イベントや名所・史跡などの情報を掲載しています。フェイスブックも始めましたので、東金を楽しむならどちらも要チェックです。

平成29年度優秀映画鑑賞事業　日本名作映画祭2
24
（土）

成東文化会館　ホール
全席自由 　 各部500円　　チケット発売中

【出演】馬場祐太（Sax.）、庄司敦美（Euph.）、
木川保奈美（Perc.）、小林史佳（Sop.）　ほか

地元出身のプロミュージシャンたちと、山武市内の
学校の吹奏楽部、ジュニアウインズによるジョイン
トコンサート。

山武のアーティストたちvol.83
31
（土）

14：00開演
成東文化会館　ホール
全席自由　入場無料

第1部　①めし（10：00〜）　　②おかあさん（12：00〜）
第2部　①流れる（15：00〜）　②乱れ雲（17：10〜）
内容：優れた映画を鑑賞していただくとともに、映画保存への理解を深めていただくこと
を目的に、文化庁と東京国立近代美術館フィルムセンターと共同で主催して行っています。
スクリーンを通して映像芸術の原点となる映画の素晴らしさを感じてみませんか。

【主　　催】 山武市成東文化会館／文化庁／東京国立近代美術館フィルムセンター
【特別協賛】 木下グループ
【協　　力】 株式会社オーエムシー
【企　　画】 シネフィルのぎく

【出演】世良公則
数々のヒット曲を出し、現在もミュージシャン・
俳優として活躍中の世良公則のソロライブ！

世良公則
ソロ・アコースティックライブ
～O-Kiraku Live 2018～

2
24
（土）

15：30開演　　　　　
さんぶの森文化ホール
全席指定　
1階4,000円　2階3,000円
チケット発売中

「さんぶの森ウクレレ隊」、「さんぶの森コカリナ隊」ほか、さんぶの森を愛
するメンバーによるコンサートです。

さんぶの森音楽祭3
18
（日）

14：00開演
さんぶの森文化ホール
全席自由　入場無料

2
16
（金） サロンコンサートvol.189

楓弦楽四重奏団バレンタインコンサート

【出演】楓弦楽四重奏団、武田真弓（ピアノ）ほか
ポップスの名曲をクラシカルサウンドでお届け
するロマンティックコンサート。 

18：30開場　　19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット発売中

サロンコンサートvol.190
ハッチポッチクインテット　
マリンバ＆パーカッションコンサート

3
16
（金）

18：30開場　　19：00開演
成東文化会館　エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット2月16日（金）発売予定

【出演】ハッチポッチクインテット
新しい風、 新しい音を春の訪れと共に。

演劇フェスティバル2
25
（日）

13：30開演
成東文化会館ホール
全席自由　入場無料

演劇練習に取り組んでいる、
演劇大好きな皆さんの発表会。 

6



プレゼント 8

山武市文化会館プレイガイド一覧［山武市文化会館 http://www.city.sammu.lg.jp/site/sammushibunkakaikan/］

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
読売新聞 YC成東 ☎ 0475-82-0606
丸越楽器横芝松尾店（金比羅神社斜め前） ☎ 0479-82-6326
街波通信社

道の駅「オライはすぬま」 ☎ 0475-80-5020
ルバーブ ☎ 0475-53-2323
ウエーブワン ☎ 0475-55-0289
大網白里アミリィショッピングセンター 1階クリーニング店よしい ☎ 0475-73-2178（http://www.machi-nami.com/ticket/）

プレゼント

ときがね湖（東金ダム）
一周約3.8km、総貯水量230万㎡のダムです。

「ときがね湖」は季節の花が楽しめる遊歩道が整備されています。

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

7

自主事業映画
「ザ・ウォーク」

10：00～／14：00～　2回上映
成東文化会館　ホール
全席自由　有効座席数350席
前売500円　当日700円
チケット2月24日（土）発売予定

【出演】外山 安樹子　ほか
気鋭のピアニスト、外山安樹子が極上の
ジャズスタンダードで綴る珠玉のジャズナイト！

1974年にワールド・トレード・センターでの空中綱渡りに挑戦した、
フィリップ・プティの著書を実写化した実録ドラマ。彼が成し遂げた前
代未聞の偉業の全貌が映し出される。事実は小説より奇なりを地でゆく
物語はもとより、めまいがしそうな歩行シーンも見どころ。
2015年　アメリカ映画　123分
企画：シネフィルのぎく

サロンコンサートvol.192
歌の花束
～世界の歌をあなたに～

5
26
（土）

18：30開場　　19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット4月20日（金）発売予定

【出演】山中敦子（ソプラノ）、佐藤雄太（テノール）、
加賀清孝（バリトン）加賀都喜乃（ピアノ）　ほか

歌と共に世界をめぐる名曲コンサート。オペラから様々な歌曲まで、魅
力的な声楽の名曲を届けいたします。

サロンコンサートvol.191
外山安樹子トリオ 
ジャズスタンダードライブ！

4
21
（土） 4

20
（金）

18：30開場　　19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット3月16日（金）発売予定

【出演】田中新（フラ）、古賀まみ奈（ピアノ、ボーカル）、 西里慶（ギター、ボーカル）　ほか
フラダンサー田中新プロデュースによるハワイアンミュージックとフラのライブ。
爽やかなハワイの風と音楽をお届けします。

サロンコンサートvol.193
田中新プロデュース～ハワイアンライブ～

6
15
（金）

18：30開場　　19：00開演
成東文化会館エントランスホール
全席自由　入場料1,000円
チケット5月18日（金）発売予定

シネフィルのぎく名画座　
第22回上映会

「名犬ラッシー　家路」

英国ヨークシャーに住む幼い少年が経済的な理由からやむなく愛犬・
ラッシーと離れ離れになってしまったが、ラッシーは本能と勇気で愛す
る少年のもとへと、家路を辿る苦難の旅をする。
1943年　アメリカ映画　89分
企画：シネフィルのぎく

18：00上映
成東文化会館　2階視聴覚室
全席自由　入場無料

第21回ピアノフェスティバル6
3
（日）

13：30開場　　14：00開演
成東文化会館ホール
全席自由　入場無料

「日頃練習しているけれど、発表の場がない・・・」
「一度ステージで演奏してみたい！」
そんな皆さんの晴れ舞台です。

第22回のぎくプラザ合唱祭5
27
（日）

14：00開演
成東文化会館ホール
全席自由　入場無料

山武市成東文化会館のぎくプラザの開館記念事業と
して始まった「のぎくプラザ合唱祭」も第22回迎え
ました。今年も地域合唱の祭典として、たくさんの
方の歌声を楽しんでいただけます。のぎくプラザに
響き渡る歌声をごゆっくりご堪能ください。

5
18
（金）
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関寛斎（1830～1912）
東金市出身の医者で、1868年の戊辰戦争において軍医として従軍しました。1873年には徳島で町医者となり、貧しい人々や子どもたちからは料金を取らずに

診察をしていました。1902年、72歳の時には北海道開拓に着手し、現在の北海道陸別町で開拓を行いました。

イベント＆タウン情報
Event�&�Town�Information

問合せ先▶東金図書館　☎0475-50-1190
メール▶tosyokan@city.togane.lg.jp

東金市図書館イベント

本のリサイクル
　図書館では、資料の有効活用を図ることを目的として、図書館の除籍し
た本や雑誌などを無料で差し上げています。掘り出し物を探しに来てみま
せんか。
日　　時▶3月17日（土）・3月18日（日）
　　　　　2日間とも午前9時〜正午（当日分なくなり次第終了します）
　　　　　※1日目と2日目ではリサイクルされる本の内容は異なります。
　　　　　※8：40から整理券を配布します。
場　　所▶図書館2階会議室
対 象 本▶一般図書・雑誌のバックナンバー
そ の 他▶お一人様10冊まで
問 合 せ▶東金図書館　☎50 -1190

前年度の様子

問合せ先▶東金農業いきいきプラン実行委員会事務局
メール▶nosei@city.togane.lg.jp

平成30年度
｢東金・田んぼの学校｣参加者・｢東金・市民農園｣利用者募集　 東金市外

の方も
大歓迎！

東金・田んぼの学校
農家の方の指導によりできるだけ農薬や機械を使わないお米作りに挑戦して
みませんか。
期　　間▶4月〜10月　入学式、田植え、草取り、稲刈り、収穫祭（修了式）
　　　　　※作業は毎月1回、土曜日の午前中を予定
費　　用▶1世帯につき20,000円（苗代・肥料代・乾燥調整代・保険料・指導料）
　　　　　※収穫されたお米は、参加者にお分けします。（但し30kg上限）

東金・市民農園
農家の方に教わりながら、有機・減農薬の野菜づくりを楽しみませんか。
期　　間▶４月〜３月まで、栽培指導あり
区　　画▶１区画あたり約30㎡（複数区画の利用も可）
費　　用▶1区画につき、5,000円

受付期間▶平成30年2月1日（木）〜3月1日（木）
問合せ・申し込み▶
下記まで「代表者の氏名・住所・電話番号」をご連絡ください。後ほど申込書及び資料
をお送りいたします。
東金農業いきいきプラン実行委員会事務局（東金市役所農政課内）
☎0475-50-1137　　FAX 0475-50-1297
E-mail  nosei@city.togane.lg.jp
※ 『東金市地域産業ネットワーク』ホームページ（http://www.togane-sangyo.net/）

で活動の様子なども紹介しておりますので、ぜひご覧ください。

共
通

問合せ先▶東金市生涯学習課　文化学習振興係　☎0475-50-1187
メール▶syogai@city.togane.lg.jp

文化財解説板ができました！

　東金市内の「北之幸谷の獅子舞」の解説板をリニューアルしました。
是非ご覧ください。

「ちょっと」紹介！
　北之幸谷の獅子舞は、北之幸谷地区稲荷神社の氏子に伝承された二
人立ちの獅子舞で、昭和39年4月28日に千葉県無形民俗文化財に指
定されました。
　2月の初

はつ
午
うま

、10月の秋祭り、11月の七五三で獅子舞が披露されま
すが、中でも10月の秋祭りに演じられる「梯子のぼり」は、獅子が長
さ約10メートルの梯子に登る勇壮な舞です。
　獅子舞がでんぐり返ししたり、逆立
ちしたり・・・目の前で見たら、つい
歓声を上げてしまう「技」がたくさんの
伝統芸能です！
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いちご狩り
　道の駅みのりの郷 東金で
は、東金観光苺組合さんのご
協力で「みのりの郷東金いち
ご狩り」を5月上旬ごろまで
開催中です！
　今年は、千葉の新品種「チー
バベリー」、甘く上品な香り
と酸味が穏やかな「かおり
野」、酸味が少なく柔らかく
てジューシーな「章姫」といちご本来の甘酸っぱさと深い味わい「紅ほっぺ」
の4種をご用意しております。
　東金でのいちご狩りはぜひ、お土産も！お食事も！「ウレシイ・タノシ
イ・オイシイがいっぱい♪」の道の駅　みのりの郷 東金でお楽しみくださ
いませ。
※10名以上の団体でのお申し込みの場合は、3日前までにご相談ください。

☎0475-53-3870（いちご狩り予約専用ダイアル）予約優先
ichigogari@minorinosato-togane.com

★入場料

第2回　とうがね近江びな祭り
　柔らかく温かみのある陶芸品
のおひな様が展示販売されます。
ちょっと変わった、味わい深い「陶
びな」は一見の価値あり！です。

開催日時▶平成30年2月1日（木）
〜3月3日（土）　10：00 〜17：00
場所▶道の駅みのりの郷東金　カ
フェ&リストランテとっチーノ
主催▶チームとうがね
お問合せ先▶東金芸術の森　☎0475-52-0657

みのりの郷東金4周年　大創業祭
　2014年にオープンした道の駅 みのりの郷 東金は、2018年4月7
日（土）・8日（日）の2日
間「ありがとう4周年『み
のりの郷東金　創業祭』」
を開催いたします。
　日頃のご愛顧に感謝を
こめて、イベント盛りだ
くさんにご用意して皆様
のご来店を心よりお待ち
しております。

イベント＆タウン情報
Event�&�Town�Information

問合せ先▶スポーツ振興課　☎0475-50-1189

東金市スポレクデー

いちご狩り

道の駅みのりの郷東金 イベント情報
問合せ先▶道の駅みのりの郷東金　☎0475-53-3615

URL▶http://minorinosato-togane.com　メール▶info-genki@minorinosato-togane.com

大創業祭

　3月27日（火）から4月8日（日）まで東金桜まつりが開催されます。
　会場の八鶴湖周辺には約1,000本のソメイヨシノが咲きほこり、湖畔
の桜のライトアップも予定しております。夜桜を眺めながらの散歩は、
幻想的な雰囲気を味わえます。
　桜まつり期間中は写真撮影会やお茶会、湖畔の花火大会など様々なイ
ベントが開催されます。皆様のご来場をお待ちしております。

問合せ先▶東金市観光協会　☎0475-50-1142　　　　　　　　
　　　　　観光案内所　　　☎0475-55-3310　　　　　　　　

URL▶https://www.toganekanko.jp/（東金市観光協会）
Facebook▶https://www.facebook.com/toganekanko/

東金桜まつり

※ 桜の開花状況などにより変更となる場合もあります。詳しくは東金市
観光協会ホームページ・フェイスブックをご覧いただくか、上記番号
までお問い合わせください。

期　間 小学生以上 4 歳以上 3 歳以下
3/1 〜 3 月末 1,500 円 1,100 円 無料
4/1 〜 5 月中旬 1,100 円 700 円 無料

主　催▶東金市教育委員会
主　管▶東金市スポーツ推進委員会
日　時▶6月3日（日）　開会式8：40〜（予定）
場　所▶東金アリーナ
内　容▶ 「いつでも、どこでも、いつ

までも」気軽にできるニュー
スポーツ（軽スポーツ）体験
の場です。子どもからご高
齢の方まで、どなたでも気
軽に楽しむことができるイ
ベントです。体力テストな
ども予定しておりますので、
ぜひこの機会に体を動かし
てみてはいかがでしょうか。

費　用▶無料
持ち物▶屋内用の靴をご用意ください。

とうがね近江びな

御成街道　
別名「提灯街道」「一夜街道」「権現街道」とも呼ばれる東金御成街道は、慶長18年（1613年）12月、徳川家康から東金辺鷹狩りの準備の命を受けた
佐倉城主・土井利勝が、突貫工事で完成させた道です。東金御殿へと通じる道筋に、古道の面影を訪ねます。9



 

 

イベント＆タウン情報
Event�&�Town�Information

東金こども科学館　親子で遊べる科学教室
問合せ先▶公益財団法人東金文化・スポーツ振興財団　東金こども科学館　☎0475-55-6211（東金市八坂台1丁目2107-3）

FAX0475-55-6216　URL▶http：//www.tsc.tobunspo.or.jp/

※詳しくは東金アリーナホームページをご覧ください。

平成30年　東金アリーナ関連のスポーツ案内
申し込み・問合せ先▶東金アリーナ　☎0475-50-1715

ホームページ▶http://www.togane-bunspo.or.jp/arena　Eメール▶arena@togane-bunspo.or.jp

東金アリーナ教室事業案内
◦あすなろチャレンジ・アップクラブ（午前・午後クラス開催）　
◦キレイになるヨガ教室　◦かんたんステップ教室
◦ダンベルエアロビクス教室　◦初心者の為のアリーナ太極拳    
◦初級マットピラティス教室　◦初めてのフラダンス教室　
◦青竹体操教室　◦はじめてアリーナ元気塾　
◦スポーツ吹矢教室（木曜・土曜クラス開催）　◦触覚ボール・セルフケア教室    
◦100転体操教室　◦シニア卓球教室　◦初級エアロビクス教室　
◦中級エアロビクス教室　◦シニアの為のヨガ教室　
◦フレッシュバレーボール教室
申し込み・問合せ先

▲

東金アリーナ　☎0475-50-1715

共通
※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。　　    
※募集は広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。　開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。 
※上記、詳細変更になる場合があります。

太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、キッズ空手教室、健康ヨガ
教室、ボディーケアセルフ教室、東金Jrフットサル教室、ジュニア陸上教
室が開催されています。 
※詳細は、お問い合わせください。   
 
※申し込み・問合せ先　　東千葉スポーツクラブ　0475-52-6020

東千葉スポーツクラブ教室事業案内　（東金アリーナ共催事業）

★申込み方法⇒Eメールでtouganekodomokagakukan@gmail.com宛、件名欄は「教室申込」とし本文欄に①希望教室名、②参加者
氏名、③学校名、④学年、⑤メールアドレス、⑥電話番号を明記の上お申込み下さい。開催日の2週間前に参加可能通知（定員を超え
た場合は抽選）をメールします。落選者への連絡はしません。尚、メール不都合の場合はファックス申込可（※連絡先電話番号明記）です。
●印の教室は平成30年度「子どもゆめ基金（独立行政法人国立青少年教育振興機構）助成活動」に申請中で、4月の採否により計画変更を
する場合があります。ご了承ください。次年度のホームページまたはチラシでご確認ください。

パソコンのお絵かきソフトを使ってデザインし
てプリント、それをアイロンでシャツに熱転写し
ます。どんな図案にするか考えておくと迷わず
丁寧に仕上げられるよ。Tシャツはぴったりサイ
ズの「綿の白無地」を各自用意して持ってきてね。

マーブルチョコレートの筒で火薬エンジンロ
ケットを工作して屋外で発射するよ。発射ボタ
ンは自分で押すんだ。白煙を噴出しながら青空
へ。ストリーマーでゆっくり落ちてくるんだ。
火薬は先生がセットしてくれるから安心だよ。

講師：斉木健一氏（千葉県立中央博物館）。身の回
りにいる虫や道端に咲く草花にはみんな名前があ
るんだ。カブトムシやタンポポは知ってるよね。
でも知らない虫や植物の名前はどうしたら調べら
れるんだろう。図鑑の使い方を教えてもらおうね。

■パソコン教室
　「Tシャツをデザインしよう！」

●科学工作教室
　「マーブルロケットを飛ばそう！」

●自然科学教室
　「虫や植物の名前を調べてみよう！」

6月16日（土）
①9：30　
②13：30　
参加費50円　
各10名　
綿白無地Tシャツ持参　

6月23日（土）
13：30 
参加費50円  
30名  

7月7日（土）
①13：30　
②15：00  
参加費50円  
各10名 

★「おもちゃの病院」毎月第2、4日曜日　午後1時～3時30分　無料
お気に入りのこわれたおもちゃを修理します。部品代がかかる場合もあります。

東金御殿跡
徳川家康が鷹狩りに来遊する際の宿泊所として、東金御殿が建てられました。ここには家康が2回、秀忠が7回来遊しました。

現在は千葉県立東金高等学校になっており、八鶴湖沿いの道に解説板が設置されています。 10



佐
倉
牧
と
そ
の
運
営

　
佐
倉
牧
は
、
油
あ
ぶ
ら
田だ

牧
・
矢や

作は
ぎ
牧
・
取と
っ
香こ
う
牧
・
内う
ち
野の

牧
・
高た
か
野の

牧
・
柳
や
な
ぎ

沢さ
わ

牧
・
小お

間ま

子ご

牧
に
分
れ
、
総
面
積
約
一
万
九
千
ha
、

馬
数
に
つ
い
て
は
時
期
ご
と
に
違
い
が
み
ら
れ
、
元
禄
十
三
年

（
一
七
〇
〇
）に
一
一
一
九
疋
と
い
う
数
字
が
残
っ
て
い
る（『
千

葉
県
印
旛
郡
誌
』）。
そ
の
後
徐
々
に
増
え
、
19
世
紀
前
後
に
は

三
千
疋
以
上
の
野の

馬ま

が
生
息
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
中
で
小

間
子
牧
は
約
千
疋
い
た
と
い
わ
れ
、
七
牧
の
中
で
は
柳
沢
牧
と

と
も
に
最
も
多
い
頭
数
で
あ
る
。

　
野
馬
の
飼
育
は
天
然
に
任
せ
て
お
り
、
計
画
的
な
馬
産
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
牧
自
体

の
管
理
・
運
営
に
は
多
く
の

役
職

や
担
当
者
が
携
わ
り
、
周
辺
の
村
々
に

は
か
な
り
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
各
々
の
村
は
牧ま

き
付つ
き
村
・
野の

付つ
き
村

な
ど
と
呼
ば
れ
、
小
間
子
牧
だ
け
で
も

三
二
ヶ
村
に
の
ぼ
る
。
こ
の
中
で
現
在

の
東
金
に
関
わ
る
野
付
村
は
、（
当
時
）

山
田
村
・
丹
尾
村
・
滝
村
・
油
井
村
・

松
之
郷
村
・
三
ヶ
尻
村
・
瀧
澤
村
・
布

田
村
（
現
在
一
部
、
東
金
）・
極
楽
寺

村
が
該
当
し
よ
う
。

　
さ
て
牧
関
連
の
役
職
の
中
で
、
と
く

に

「
牧も
く

子し

」
は
牧
場
の
実
務
担
当
者

で
あ
り
、
か
つ
実
質
的
な
地
元
支
配
で

あ
る
。
近
隣
の
有
力
農
民
か
ら
登
用
さ

散
歩
道

連
載
　
さ
ん
ぽ
み
ち

　

文
・
青
木
幸
一

古
代
の
牧
と
江
戸
の
牧
〔
そ
の
二
〕

第一図　房総の野馬牧
（フォーラム「房総の牧を考える」酒々井町 2017 年より）

　
前
回
は
、
古
代
か
ら
中
世
ま
で
の
馬
・
牧
に
関
す
る
歴

史
に
ふ
れ
、
と
く
に
戦
国
時
代
の
房
総
は
大
名
に
よ
る

軍
馬
供
給
を
主
な
目
的
と
し
て
馬ま

牧ま
き（

牧ま
き

場ば

）を
設
け
た
。

そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
牧
の
最
も
重
要
な
役
割

が
幕
府（
城
厩
）に「
上
げ
馬
」と
し
て
良
馬
を
供
給
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
役
割
を
担
っ
た
の
が
房
総
で
は
幕
府
に

よ
っ
て
直
営
馬
牧
と
さ
れ
た
小
金
五
牧
・
佐
倉
七
牧
・
嶺み

ね

岡お
か
五
牧
で
あ
る（
第
一
図
）。

　
こ
の
中
で
東
金
地
域
に
関
わ
る
牧
と
し
て
は
佐
倉
牧
の

小
間
子
牧
が
該
当
す
る
た
め
、
こ
の
牧
の
江
戸
期
〜
明
治

期
ま
で
の
様
相
を
中
心
に
概
観
し
て
み
た
い
と
思
う
。

れ
た
が
、
牧
場
業
務
の
際
は
武
士
身
分
と
な
り
苗
字
帯
刀
・
鞍

付
き
乗
馬
が
許
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
は
代
々
世
襲
で
そ
の
主
な

業
務
は
牧
場
内
の
見
回
り
、
野
馬
捕
り
の
指
揮
、
負
傷
や
は
ぐ

れ
た
子
馬
の
治
療
・
養
育
、
馬
を
襲
う
狼
・
野
犬
の
退
治
、
野

馬
土
手
等
の
普
請
の
指
示
（
周
辺
村
へ

御
用
人
足
触
︱
廻
し

状
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
周
辺
村
（
野
付
村
）
は
基
本
的
に
人
足
を
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
仕
事
（
夫
役
）
は

土
手
普
請
（
修
復
等
）・
林

下
刈
り
・
野
馬
追
い
・
秣

ま
ぐ
さ
場ば

（
牛
馬
が
食
べ
る
草
地
）
の
整
備
・

朝
夕
の
見
回
り
・
飲
み
水
の
確
保
な
ど
多
種
に
お
よ
び
、
実
質

の
牧
の
管
理
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
過
度
な
負
担

に
つ
い
て
は
牧
子
等
へ
願
い
出
、負
担
軽
減
を
要
求
し
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
要
求
も
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
牧
内
に
お

い
て
生
活
に
必
要
な
秣
刈
り
を
行
っ
た
こ
と
や
入
会
地
（
村
の

共
有
地
）
の
問
題
な
ど
で
農
民
同
士
の
争
い
（
裁
判
事
件
）
に

も
な
っ
て
い
る
。
農
民
の
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
。

道の駅みのりの郷東金
四季折々の顔を見せてくれる「緑化木市場」、市内外の生産者の皆様が育てた野菜・米や乳製品等の加工品を取り揃えた「東金マルシェ」、地元食材を使ったパスタラ
ンチをはじめ、こだわりのスイーツなど盛りだくさんのレストラン「とっチーノ」があります。11



　 戦国時代の大名：小金牧は高城氏、佐倉牧は千
葉氏、そして嶺岡牧は里見氏が有していた。

　 役職等：（享保年間の牧場支配体制）幕府領代官
小宮山杢進、佐倉牧の三牧（内野・高野・柳沢）は佐
倉藩、その他は野馬奉行の綿貫氏、牧子、牧子も時
代が下るにつれて「目付牧子」「牧子組頭」「馬医牧
子」などの役職があった。また野馬捕の際は勢子
廻
まわし

・綱
つな

懸
かけ

・捕
とらえ

手
て

が周辺農民より（世襲）任ぜられた。

　 牧子：小間子牧の牧子は、寛政五年（一七九三）
『丑年御用日記』によれば、鈴木源右衛門（岩富村）・
今井清左衛門（瀧澤村）、牧子見習は鈴木忠助・今井
喜惣治が任ぜられている（『房総の近世牧跡』より）。

　 御用人足触：野馬捕りの始まりは牧子が各村役
人へ野馬捕り廻状をまわしてからである。その内
容は日付を指定し、指定場所に指定した人足を出
すこと、長さ二間の竹竿を各自持ってくること、
村ごとに小旗を持って集合など詳細を記載。なお、
人足の数は小間子牧で八百人（文政期か）を超える。

　 土手普請：野馬捕と並んだ牧の年中行事。野馬
捕りの期間（八月〜十月）を避け冬の農閑期、人足
状況によって実施。幕府から手当て支給される御
普請土手（捕込土手等）と各村で野馬から守る自普
請土手（野馬除土手・堀）に分れる。

❷「捕馬網掛」図（川島関山画、八街
市教育委員会所蔵）土手の上には見物
人がいる。
❸小間子牧（『八街市史研究第 3 号』
八街市史編さん委員会、平成9年、加筆）
❹佐倉牧の焼印：「寛政の改革」の老
中松平定信が「牧の改革」を命じ、佐
倉牧・小金牧の各牧の焼印を作らせた。

（『酒々井町史　史料編第 3 巻』より）

❷❸❹

　 野馬土手：以下の土手の総称。野馬除
よけ

土手（牧を
取り囲む。野馬の逃亡や入会地への侵入を防ぐ）、
野馬掘も土手と同様の機能を持つ。勢子土手（牧内
の堀を持たない土手。野馬捕に必要な土手）、仕切
土手（接する牧の境界）。

❼「捕込」跡（■）
❽野馬土手と堀
❾仕切土手（境土手）

（❼〜❾は写真番号に対応）

❾

❽

■
❼

墨染桜
貴船神社近くの高台に、墨染桜と呼ばれる桜の古木があります。西行が杖にしてきた山城国（京都府）深草の墨染桜の枝を地面にさし、

やがて大きく成長したという伝説があります。開花時期は3月のおわりから4月のはじめです。

野
馬
捕
と
払
い
馬

　
山
野
に
生
息
す
る
野
馬
の
ほ
と
ん
ど
は
気
性
が
荒
く
、
そ
の

中
か
ら
良
馬
を
捕
ら
え
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
い
え
る
。

そ
こ
で
牧
の
運
営
の
中
で
、
最
も
盛
大
な
行
事
で
あ
る
「
野
馬

捕ど
り
」
が
重
要
に
な
る
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
ま
で
野
馬
捕

り
は
一
年
置
き
で
あ
っ
た
が
、
次
の
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
時
期
は
当
初
旧
暦
七
月
〜
八
月
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、
幕
末
頃
に
は
八
月
〜
九
月
に
集
中
、
十
月
に
行
わ
れ

た
記
録
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
日
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
佐

倉
牧
で
は
七
牧
連
続
で
行
わ
れ
る
た
め
、
二
ヶ
月
近
く
を
要
す

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
野
馬
捕
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
少
し

概
観
し
て
み
よ
う
。

　
周
辺
村
（
野
付
村
）
か
ら
多
く
の
人
足
（
勢せ

子こ

）
を
借
り
出

し
、

野
馬
土
手
、
堀
、
垣
な
ど
が
近
傍
す
る
牧
場
周
囲
に
配

置
、
徐
々
に
囲
み
を
狭
め
な
が
ら

「
捕と
っ

込こ
め

」
に
野
馬
を
追
い

込
み
、
捕

と
ら
え

手て

や
網
掛
け
役
が
野
馬
を
取
り
押
え
る
。
こ
の
捕
込

は
各
牧
に
一
つ
ず
つ
設
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
り
、
小
間
子
牧
の

捕
込
は
極
楽
寺
に
所
在
（
❼
写
真
）
し
、
そ
の
場
所
は
北
端
部

に
あ
る
た
め
、
馬
を
追
い
込
む
手
順
・
状
況
が
古
文
書
に
残
っ

て
お
り
、
か
な
り
の
苦
労
が
窺
え
る
。
だ
が
、
こ
の
野
馬
捕
は

当
時
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
年
寄
り
や
女
子
供
は
ご
馳
走

を
持
っ
て
馬
の
追
い
込
み
（
捕
込
み
）
等
を
見
学
、
多
く
の
出

店
や
江
戸
か
ら
の
見
物
人
も
来
て
、
お
祭
り
気
分
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

　
捕
込
に
集
め
ら
れ
た
野
馬
は
、
良
馬
（
こ
の
中
か
ら
江
戸
城

の
厩
へ
献
納
す
る
上
げ
馬
を
選
ぶ
）
と
払
い
馬
（
近
隣
の
農
家

へ
払
い
下
げ
る
）
に
分
け
、
仔
馬
と
母
馬
・
父
馬
（
種
牡
馬
）

は
元
の
馬
牧
へ
放
す
。
こ
の
時
に
焼
印
の
無
い
馬
に
は
各
牧
専

用
の
焼
印
を
押
す
。

　
当
初
は
佐
倉
七
牧
の

野の

馬ま

会か
い
所し
ょ
（
佐
倉
牧
は
今
の
酒
々
井

町
に
所
在
）
へ
、
こ
の
上
げ
馬
と
払
い
馬
が
集
め
ら
れ
選
別
・

売
買
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
各
牧
に
牧
子
な
ど
の
役
職
が
出
向

く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
捕
獲
さ
れ
た
馬
の
ほ
と
ん
ど
は
払
い

馬
と
し
て
競
り
売
り
さ
れ
、
農
民
に
と
っ
て
馬
は
荷
物
の
運
搬

や
農
耕
の
手
段
、
厩
か
ら
出
る
堆
肥
な
ど
日
々
の
暮
ら
し
を
支

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
売
買
の
仲
介
を
し
た
の
が

12



❺

❺

❺❻宝永二年（1705）の小間子野に関する裁許図（石橋家所蔵）

〈宝永絵図〉

八鶴湖

畜産センター
●

❻

❻

台
方
村
・
大
豆
谷
村
）
及
び
そ
の
他
二
十
村
と
の
間
に
起
こ
っ

た
小
間
子
野
を
め
ぐ
る
争
い
事
を
裁
い
た
判
決
文
と
そ
の
絵
図

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
絵
図
の
描
出
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
道
は
朱
線
で
描
か
れ
、
幹
線
道
は
松
並
木
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
は
細
い
朱
線
で
描
か
れ
て
お
り
、
線

の
大
き
さ
を
変
え
て
生
活
道
と
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
緑
の
部

分
は
台
地
上
で
そ
の
道
は
ほ
と
ん
ど
直
線
的
に
描
か
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
平
野
部
の
道
は
微
妙
に
曲
線
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
地
形
上
の
制
約
や
村
の
所
在
状
況
に
関
係
す
る
で
あ
ろ

う
が
、今
の
古
道
と
重
な
る
個
所
が
み
ら
れ
、非
常
に
興
味
深
い
。

　
つ
ぎ
に
目
に
付
く
の
が
太
い
黒
線
と
茶
色
に
塗
ら
れ
た
部
分

で
あ
る
。
黒
線
の
ほ
と
ん
ど
は
小
さ
な
谷

津
に
沿
っ
て
付
け
ら
れ
、
そ
の
内
側
の
緑

部
分
に
は
「
○
○
村
内
野
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
こ
の
内
側
の
多
く
に
は
茶

色
の
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
茶

色
の
箇
所
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
参
考

と
な
る
史
料
『
佐
倉
七
牧
大
絵
図
』（
享

保
七
年
、
酒
々
井
町
教
育
委
員
会
所
蔵
）

を
み
る
と
、
こ
の
図
の
「
畑
地
」
と
「
宝

永
絵
図
」
の
茶
色
部
が
重
な
る
箇
所
が
あ

る
。
つ
ま
り
こ
の
茶
色
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の

村
の
畑
地
で
あ
り
、
黒
線
で
仕
切
ら
れ
た

緑
地
を
含
め
る
と
入
会
地
、
あ
る
い
は
野

馬
入い

り
場ば

（
秣
場
や
山
稼
ぎ
場
と
し
て
牧
馬

の
土
地
を
利
用
、
そ
の
多
く
は
野
馬
と
人

が
入
る
共
有
地
）
の
可
能
性
も
指
摘
で
き

よ
う
。
こ
の
黒
線
は
地
図
上
（
現
場
で
の

地
形
）
で
区
切
っ
た
か
、
あ
る
い
は
柵
を

設
け
た
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
裁
許

図
は
入
会
地
を
問
題
に
し
た
判
決
の
添
付

図
で
あ
り
、
と
く
に
「
○
○
村
内
野
」
の

赤ちゃん（0～1歳）と楽しむ　絵本とわらべうたの会　　東金図書館　☎0475-50-1190　{tosyokan@city.togane.lg.jp
日時：2月8日、3月8日（全て木曜日）
Aコース（よちよち歩ける赤ちゃん）10〜10時半、Bコース（ねんね、おすわり、はいはいの赤ちゃん）11時〜11時30分
場所：東金図書館2階会議室　　※1回のみの参加でも大丈夫です。申込不要。直接会場へお越しください。

「
馬ば

喰く
ろ
う」

と
言
わ
れ
る
者
で
あ
る
。
ち
な
み
に
野
馬
の
代
金

は
江
戸
前
半
が
二
両
前
後
、
後
半
は
徐
々
に
上
が
り
十
両
を
超

え
る
も
の
も
あ
っ
た
。
特
に
幕
末
は
戊
辰
戦
争
等
の
争
い
が
お

こ
り
、
そ
の
た
め
馬
の
需
要
が
急
増
し
た
と
い
わ
れ
、
三
十
両

以
上
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。

小
間
子
牧
と
東
金

　
さ
て
、
東
金
の
牧
の
状
況
に
つ
い
て
、
史
料
・
石
橋
家
所
蔵

の
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）「
裁
許
図
」（
以
下
、
宝
永
絵
図
と

す
る
）
を
も
と
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
山
田
村
、丹
尾
村
、

瀧
村
な
ど
野
元
十
七
ヶ
村
と
東
金
四
ヶ
村
（
東
金
町・田
間
村・
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❼
極
楽
寺
に
あ
る
「
捕
込
」
跡
の
空
撮
（
八
街
市
教
育
委
員
会
よ
り
提
供
）

❽
瀧
村
（
当
時
）
の
野
馬
土
手
と
堀
：
村
に
野
馬
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
た

土
手
。
右
端
の
土
手
沿
い
の
道
は
「
御
成
街
道
」
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
❾

駒
返
土
手
（
仕
切
土
手
）
：
柳
沢
牧
と
小
間
子
牧
の
境
土
手
。
八
街
神
社
内

に
遺
る
。
❿
鹿し

し

狩が
り

の
旗
：
将
軍
が
鹿
や
猪
を
狩
る
た
め
、
小
金
牧
で
四
度
行

う
。
八
代
将
軍
吉
宗
（
一
七
二
五・二
六
年
）、十
一
代
将
軍
家
斉
（
一
七
九
五

年
）、
十
二
代
将
軍
家
慶
（
一
八
四
九
年
）
が
実
施
、
勢
子
人
足
は
下
総
国

や
上
総
国
等
の
村
々
か
ら
、
多
い
時
で
七
万
人
以
上
が
動
員
さ
れ
た
。
こ
の

旗
は
そ
の
時
の
旗
か
（
下
ヶ
傍
示
村
―
（
現
）
大
網
白
里
市
、「
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
古
屋
敷
」
所
蔵
）。

　ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　家庭教育相談　☎0475-54-0
ナシナヤミ
783

東金市が委嘱したカウンセラーが月〜金曜日に相談に応じています。いじめや不登校、子育てなど教育問題について電話、来室相談。
東金市役所別棟2階。受付は午前9時〜午後4時です。

意
味
を
考
慮
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
こ
の
裁
許
図
に

は
境
筋
及
び
裁
決
文
の
連
著
に
各
々
の
印
判
が
な
い
の
で
、
原

図
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。

幕
末
か
ら
明
治
以
降
の
牧

　
幕
末
に
な
る
と
、
牧
場
の
支
配
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、

一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
に
騎
兵
奉
行
の
支
配
下
と
な
る
。
江

戸
城
の
御
厩
は
取
り
つ
ぶ
さ
れ
、
翌
年
に
は
諸
国
牧
場
に
つ
い

て
、
野
馬
捕
り
後
の
御
用
馬
選
定
は
騎
兵
奉
行
・
騎
兵
頭か

し
らな
ど

が
扱
い
、
そ
の
他
の
飼
養
は
勘
定
奉
行
並
在ざ

い
方か
た
掛か
か
りと
代
官
に
任

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
房
総
の
牧
場
及
び
牧
子
は
す
べ
て
同
在
方

掛
の
支
配
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
、
慶
応

四
年
に
小
金
牧
・
佐
倉
牧
を
廃
止
し
開
墾
地
と
す
る
通
達
が
出

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
牧
の
開
発
願
が
村
名
主
や
農
民
か
ら

牧
子
・
郡
代
役
所
へ
多
く
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
聞
き
届

け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
月
、民
部
省
管
下
の
開
墾
局
（
東

京
府
開
墾
役
所
）
に
よ
っ
て
開
墾
が
進
め
ら
れ
た
。
維
新
に
よ

る

失
業
者
を
下
総
牧
跡
の
開
墾
に
充
て
、
ま
た
陸
軍
練
兵
場

と
し
て
も
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
開
墾
順
に
初は

つ
富と
み
・
二ふ
た
和わ

・

三み

咲さ
き

・
豊と
よ

四し

季き

・
五ご

香こ
う

・
六む
つ

実み

・
七な
な

栄え

・
八や
ち

街ま
た

・
九く

美み

上あ
げ

・
十と

倉く
ら
・
十と

余よ

一い
ち
・
十と

余よ

二ふ
た
・
十と

余よ

三み

と
い
う
順
名
が
付
け
ら
れ
現

在
に
至
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
佐
倉
牧
の
う
ち
小
間
子
牧
は
当
初
よ
り
開

墾
対
象
か
ら
外
さ
れ
、長
ら
く
放
牧
が
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

牧
子
ら
は
新
政
府
の
開
墾
政
策
に
抵
抗
す
る
た
め
、
牛
牧
（
斑は

ん

牛ぎ
ゅ
う）
を
新
政
府
に
申
請
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
牛

牧
は
馬
牧
と
違
っ
た
飼
育
の
難
し
さ
、
ま
た
伝
染
病
に
よ
る
斃へ

い

牛ぎ
ゅ
うの

続
出
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
新
政
府
に
よ
る
牧
子
へ
の
対
応

も
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
佐
倉
牧
の
牛
牧
化
は
達
成
で
き

な
か
っ
た
。
さ
れ
ど
牧
と
し
て
は
失
敗
し
た
が
、
牛
の
飼
育
は

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
（
八
街
市
と
東
金

市
の
境
に
あ
る
「
千
葉
県
畜
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
、
こ

の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
が
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
）。

　
佐
倉
牧
は
明
治
維
新
に
よ
っ
て
終
わ
っ
た
が
、
取
香
牧
だ
け

が
残
り
、
明
治
二
一
年
に
宮
内
省
下
総
御
料
牧
場
と
な
り
営
ま

れ
た
。
だ
が
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
も
昭
和
四
二
年
に
成
田
空
港

用
地
に
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。

　
馬
は
日
清
戦
争（
明
治
二
七
年
）、日
露
戦
争（
明
治
三
七
年
）

に
お
い
て
も
重
宝
さ
れ
飼
育
さ
れ
た
。「
馬
」
の
歴
史
は
人
の

生
活
史
を
知
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た

次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
八
街
市
郷
土
資
料
館
に
お
い
て
、
佐
倉
牧
に
関
す
る

展
示
（
常
設
）
を
行
っ
て
お
り
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
見

学
を
！

【
追
】
競
走
馬
（
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
）
は
人
が
作
っ
た
“
芸
術
品
”

で
あ
る
と
共
に
、
違
っ
た
意
味
で
の
人
と
馬
の
歴
史
か
も
し
れ

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
木
）

　 捕込：方形状に築き、内
部を基本的に三区画（捕込・
溜
ため

込
こめ

・払
はらい

込
こめ

）に仕切り、大手
と呼ぶ入口に向けて誘導す
る。

　 野馬会所：酒々井町に置
かれた馬牧の管理事務所。
各牧で御払の後、酒々井に
て御撰馬、御払（セリ）が行
われた。その日は幕府関連
の役人や近隣村の手伝い、
買人、馬喰、見物人等が大
勢集まり、宿場町の酒々井
に と っ て 最 大 の 祭 り 事 で
あった。その運営の主導は
牧子であり、その由緒は馬牧
を担った千葉氏旧家臣（島田
長右衛門　他）である。

　 馬喰：馬の売買は馬喰立
会いのもと「馬証文」が作成
され、その証文には佐倉藩
野馬奉行の指示された内容
を記載。馬の特徴・売買の代
金・万一の事態への対処（盗
難時は探し出す。不明の場
合はその代金または代わり
の馬を差し出す）である。

　 失業者：東京の困窮民の
救 済、 遷 都 に よ る 危 険 分
子の一掃（治安対策）も兼ね
る。東京の豪商による開墾
会社が主導に進めた。

❼

❽

❾❿
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歴
史
ば
な
史

『
内
田
家
』史
料
㈠

ここだけ、クランク道

と
う
が
ね

け
た
結
果
、
今
回
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た

そ
う
だ
。
な
お
、
内
田
家
は
昭
和
前
半
に

東
金
か
ら
移
住
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
本

市
に
居
住
し
て
い
な
い
。

　

今
回
、
提
示
し
た
史
料
―
内
田
家
治
之

助
邸
宅
之
図
（『
日
本
博
覧
図
』、
明
治
二

九
年
頃
）
―
は
非
常
に
面
白
く
、
こ
の
広

大
な
敷
地
が
何
処
に
あ
っ
た
か
が
ま
ず
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
左
下
の

細
部
（
赤
丸
内
）
に
目
を
や
る
と
、
天
秤

棒
を
担
い
だ
者
、
荷
車
、
商
店
、
広
い
道

路
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
と
左

上
の
直
線
道
路
（
お
そ
ら
く
片
貝
県
道
で

あ
ろ
う
）
を
勘
案
す
る
と
、
左
下
の
道
は

今
の
旧
道
で
あ
り
、
県
道
寄
り
の
エ
リ
ア

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
へ
内
田
家
に
関

係
す
る
方
よ
り
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
内
田
家
の
家
は

今
の
蓬
莱
閣
（
旧
道
）
か
ら
線
路
ま
で
の

敷
地
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
今
は
そ
の
面

影
も
残
っ
て
い
な
い
が
、
一
部
ク
ラ
ン
ク

状
に
な
っ
た
道
路
が
現
地
に
み
ら
れ
、
絵

　

平
成
二
八
年
、『
内
田
家
文
書
』
の
調

査
報
告
（
東
金
市
教
育
委
員
会
発
行
）
が

刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
内
田
家
の
文
書
は
平

成
二
六
年
、
茂
原
市
立
美
術
館
・
郷
土
資

料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
『
神
明
家
文
書
』
の

中
か
ら
、
加
藤
時
男
氏
（
千
葉
県
文
書
館

調
査
員
）
が
発
見
し
た
史
料
で
あ
る
。
衣

装
ケ
ー
ス
三
箱
、
総
点
数
約
三
千
点
に
の

ぼ
り
、
年
代
的
に
は
寛
文
（
江
戸
前
半
）

か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
史
料
で
あ
る
。

そ
こ
で
『
東
金
市
史
―
通
史
編
上
六
』『
同

市
史
―
史
料
編
１
』
を
も
と
に
「
内
田
家
」

の
概
要
を
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。な
お
、

私
は
近
世
に
関
し
て
は
専
門
外
で
あ
る
た

め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
多
少
の
齟
齬
が
あ

ろ
う
と
思
う
。
そ
の
点
は
ご
了
承
願
い
た

い
。

　

さ
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け

て
の
「
内
田
家
」
は
東
金
地
域
（
福
島
藩

分
領
）
随
一
の
豪
商
で
あ
り
、
町
名
主
も

務
め
て
い
た
。
ま
た
福
島
藩
（
板
倉
家
）

の
御
用
達
で
そ
の
財
政
を
掌
握
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
分
領
（
東
金
・
田
間
・
二
又

村
の
約
三
千
石
）
の
支
配
に
も
深
く
関
係

し
て
い
た
。

　
『
市
史
』
に
は
「
五
人
扶
持
、
米
二
十

二
表
二
斗
、
内
田
清
三
郎
」
と
記
さ
れ
、

ま
た
名
字
帯
刀
も
藩
か
ら
許
さ
れ
た
。
当

時
の
東
金
に
お
い
て
、
名
の
知
れ
た
有
力

人
物
で
あ
る
、
石
橋
三
左
衛
門
、
大
多
和

左
衛
門
、
大
野
伝
兵
衛
、
杉
谷
弥
左
衛
門
、

小
安
庄
作
は
二
人
扶
持
で
あ
る
。
二
人
扶

持
は
年
九
俵
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、

豪
商
の
彼
ら
に
と
っ
て
、
扶
持
九
俵
は
そ

れ
ほ
ど
必
要
な
米
で
は
な
く
、
そ
れ
に
伴

う
身
分
の
格
付
け
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

　

幕
末
〜
明
治
時
代
で
活
躍
し
た
の
は
、

内
田
弥
次
馬
（
正
辰
）、
清
三
郎
・
政
四

郎
、
家
治
之
助
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
中
で

内
田
家
治
之
助
は
明
治
二
五
年
（
一
八
九

二
）
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
第
二
代
東
金

町
長
を
務
め
、
郡
会
議
員
も
歴
任
、
ま
た

明
治
三
六
年
に
は
私
費
を
投
じ
て
内
田
女

学
校
（
新
宿
）
を
設
立
し
勉
学
の
外
、
家

事
裁
縫
に
も
重
き
を
置
き
、
将
来
の
女
子

教
育
に
力
を
注
い
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
内
田
家
の
文
書
が
茂

原
市
の
神
明
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の

か
。
そ
の
事
情
に
つ
い
て『
調
査
報
告
書
』

を
も
と
に
概
観
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
昭
和
六
十
年
頃
、
加
藤
時
男
氏
が

茂
原
市
八
幡
原
の
旧
家　

東
条
家
文
書
の

調
査
を
行
っ
た
際
、
そ
の
中
に
内
田
家
の

文
書
が
一
部
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
当
家
で
は
、
伯
母
（
貞
子
）
が

内
田
家
に
嫁
い
だ
際
、
一
時
古
文
書
を
預

か
り
、
そ
の
後
返
却
し
た
と
こ
ろ
一
部

残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
。
そ
こ

で
当
時
の
内
田
家
当
主
（
寛
の
長
男　

清

二
）
に
確
認
し
た
が
、
同
氏
宅
に
は
全
く

残
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
加

藤
氏
は
こ
こ
で
近
く
の
親
類
、
箕
輪
の
神

明
家
に
渡
さ
れ
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
明

治
の
終
わ
り
頃
、
内
田
家
の
道
子
が
神
明

家
に
嫁
ぎ
、
そ
の
時
に
実
家
の
古
文
書
群

を
引
継
い
だ
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
と
考

え
、
神
明
家
へ
辛
抱
強
く
ア
タ
ッ
ク
を
続

図
に
あ
る
敷
地
内
の
道
に
そ
の
可
能
性
を

抱
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
絵
図
に
描
か
れ
た
邸
宅
の
規
模

は
、
多
少
誇
張
し
て
い
る
と
言
え
な
く
も

な
い
が
、
当
時
と
し
て

は
相
当
の
家
柄
と
財
力

で
あ
っ
た
こ
と
が
感
じ

ら
れ
よ
う
。

　

そ
の
他
、
発
見
さ
れ

た
文
書
に
は
当
時
、
九

十
九
里
地
方
で
盛
ん
で

あ
っ
た
干
鰯
の
取
引
に

携
わ
り
、
そ
の
取
引
相

手
で
あ
る
紀
州
藩
（
紀

州
徳
川
家
）
や
尾
州

藩
（
尾
張
徳
川
家
）
に

関
す
る
史
料
、
福
島
藩

の
財
政
史
料
は
も
ち
ろ

ん
、
成
東
（
結
城
藩
）・

大
網
な
ど
近
隣
の
大

名
、旗
本
の
財
政
史
料
、

そ
し
て
東
金
御
殿
の
移

築
に
関
す
る
書
簡
も
確

認
さ
れ
た
。
次
回
は
こ

の
書
簡
に
つ
い
て
ふ
れ

る
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
内

田
家
文
書
』
は
「
東
金

の
大
火
事
」（
明
治
十

六
年
）
も
乗
り
越
え
、

奇
跡
的
に
遺
っ
た
と
い

え
る
。
当
時
の
豪
商
の

一
人
で
あ
っ
た
内
田
家

は
、
江
戸
〜
明
治
の
東

金
を
知
る
う
え
で
重
要
な
存
在
で
あ
り
、

そ
の
古
文
書
は
今
後
の
歴
史
研
究
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
青
木
）

東金

新宿
児童遊園

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　山武郡市教育相談センター　☎0475-54-0367
http://www.sanbukouiki-chiba.jp/（山武郡市広域行政組合）
電話相談・面接相談受付（月～土曜日、午前9時～午後4時）、適応指導教室〔ハートフルさんむ〕〔月～金曜日、午前9時～午後3時）　※秘密は厳守します。15



う
と
思
い
た
っ
た
。
家
に
帰
る
と
何
を
褒
め

れ
ば
良
い
か
探
し
て
み
た
。
だ
が
な
か
な
か

見
つ
か
ら
な
い
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
夕
方
に
な
り
夫
が
勤
め
か
ら
帰
っ
て
き
た
。

「
お
帰
り
な
さ
い
」

と
声
を
か
け
た
も
の
の
、
何
か
褒
め
る
事
は

な
い
か
夫
を
見
つ
め
た
。

「
な
ん
だ
。
ど
う
か
し
た
の
か
い
」

佑
次
が
聞
い
た
。

「
あ
な
た
、
え
ら
い
わ
」

と
っ
さ
に
適
当
に
褒
め
て
み
た
。

「
何
が
さ
」
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
た
。
香

奈
は
言
葉
を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら
、

「
だ
っ
て
、
あ
な
た
、
人
を
見
る
目
が
あ
る

か
ら
」
何
と
か
繕
つ
く
ろ

っ
た
。

「
人
を
見
る
目
？
な
ん
だ
そ
れ
」

「
だ
っ
て
」

「
だ
っ
て
な
ん
だ
よ
」

香
奈
は
一
瞬
考
え
、

「
だ
っ
て
結
婚
相
手
に
私
を
選
ん
だ
じ
ゃ
な

い
」
香
奈
は
旨
く
褒
め
た
と
内
心
思
っ
た
。

だ
が
、

「
何
言
っ
て
ん
だ
。
そ
れ
を
言
う
な
ら
む
し

ろ
お
前
の
方
が
男
を
見
る
目
が
あ
っ
た
っ
て

言
い
た
い
ね
。
そ
ん
な
冗
談
な
ん
か
言
っ
て

な
い
で
早
く
め
し
に
し
て
く
れ
」

　
香
奈
は
褒
め
言
葉
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
気
づ
き
苦
笑
し
た
。
次
の
日
の
夕
方
、

風
呂
か
ら
上
が
っ
て
き
た
佑
次
の
前
に
ビ
ー

ル
を
差
し
出
し
た
。

「
お
っ
、
気
が
利
く
ね
え
。
君
も
一
緒
に
ど

う
だ
い
」
佑
次
に
誘
わ
れ
二
人
で
一
本
飲
み

終
え
る
と
、
酒
に
弱
い
香
奈
は
少
し
ふ
ら
つ

い
た
。
そ
れ
を
見
た
佑
次
は
晩
ご
飯
の
片
付

け
を
手
伝
っ
た
。
こ
の
時
だ
と
ば
か
り
に
、

「
片
付
け
が
上
手
ね
。
私
よ
り
ず
っ
と
丁
寧

だ
し
」
そ
う
言
っ
て
褒
め
て
み
た
。
佑
次
は

れ
る
様
に
な
っ
た
り
し
た
の
」

「
理
恵
さ
ん
の
ご
主
人
も
と
も
と
料
理
上
手

な
ん
で
し
ょ
」

「
と
ん
で
も
な
い
。
最
初
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
な

ん
か
べ
と
べ
と
で
猫
だ
っ
て
食
べ
な
い
代
物

だ
っ
た
わ
。
子
供
の
あ
や
し
方
だ
っ
て
危

な
っ
か
し
か
っ
た
ん
だ
か
ら
。
で
も
ね
不
思

議
な
こ
と
に
褒
め
て
や
る
と
だ
ん
だ
ん
旨う
ま

く

な
る
の
よ
」

「
で
も
う
ち
の
佑
次
さ
ん
、
家
で
は
何
も
し

な
い
人
だ
か
ら
褒
め
よ
う
が
な
い
な
。
や
る

こ
と
と
言
っ
た
ら
毎
晩
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ
と

く
ら
い
」

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
さ
、
佑
次
さ
ん
美
味
し
そ
う

に
ビ
ー
ル
飲
む
わ
ね
っ
て
言
っ
て
み
た
ら
ど

う
」

「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
頭
に
乗
っ
て
も
う

一
本
て
言
い
か
ね
な
い
も
ん
」

「
だ
か
ら
さ
、
き
ち
っ
と
一
本
で
切
り
上
げ

る
ん
だ
か
ら
意
志
が
強
い
わ
ね
、
と
か
言
っ

た
り
す
る
の
よ
」

「
そ
う
か
、
そ
う
言
え
ば
い
い
ん
だ
」

「
そ
う
。
男
は
み
ん
な
単
純
だ
か
ら
」
そ
れ

を
聞
い
た
香
奈
は
自
分
も
夫
を
褒
め
て
み
よ

「
亭
主
の
操
縦
な
ん
て
簡
単
よ
」

　
結
婚
し
て
五
年
目
の
理
恵
が
言
っ
た
。
聞

い
て
い
た
香
奈
は
結
婚
し
た
ば
か
り
だ
。
夫

同
士
が
同
じ
職
場
の
同
僚
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

理
恵
と
香
奈
は
よ
く
長
話
を
す
る
の
だ
っ
た
。

「
最
近
佑
次
さ
ん
、
ワ
ン
マ
ン
に
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
る
の
。
操
縦
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
」

　
里
奈
は
身
を
乗
り
出
し
て
聞
い
た
。

「
簡
単
よ
。
褒ほ

め
て
や
れ
ば
い
い
の
。
男
っ

て
子
供
み
た
い
で
意
外
と
単
純
な
の
よ
」

「
子
供
？
」

「
そ
う
子
供
。
例
え
ば
ね
」

そ
う
言
っ
て
自
分
の
経
験
を
得
意
げ
に
話
し

だ
し
た
。

「
自
分
で
買
っ
て
来
た
ネ
ク
タ
イ
を
、
セ
ン

ス
が
良
い
っ
て
褒
め
た
り
と
か
、
車
の
運
転

が
上
手
だ
と
か
、
食
器
洗
い
が
丁
寧
だ
と

か
色
々
あ
る
わ
。
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た

わ
。
た
ま
た
ま
作
っ
て
く
れ
た
チ
ャ
ー
ハ
ン

を
、
私
が
作
る
よ
り
美
味
し
い
っ
て
褒
め
た

ら
何
度
も
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

よ
。
そ
れ
と
子
供
の
あ
や
し
方
が
上
手
だ
と

言
っ
た
ら
ね
、
一
日
中
子
供
を
見
て
い
て
く

怪け

訝げ
ん

そ
う
な
顔
を
し
た
。

　
数
日
経
っ
た
花
金
の
五
時
す
ぎ
、
佑
次
は

久
し
振
り
に
理
恵
の
夫
と
二
人
で
駅
前
の
居

酒
屋
に
入
っ
た
。

「
ユ
ウ
さ
ん
、
新
婚
の
味
は
ど
う
だ
い
」
理

恵
の
夫
が
聞
い
た
。

「
最
近
香
奈
の
奴
、
変
な
ん
だ
。
や
た
ら
に

褒
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
後
ろ
め
た
い
こ
と

で
も
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
疑
っ
ち
ゃ

う
よ
」
佑
次
は
答
え
た
。

「
う
ち
の
奴
に
吹
き
込
ま
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い

の
か
な
」

「
吹
き
込
ま
れ
た
っ
て
、
何
を
？
」

「
う
ち
の
は
さ
、
褒
め
れ
ば
亭
主
は
喜
ん
で

何
で
も
す
る
と
思
っ
て
る
ら
し
い
。
見
え
透

い
て
る
ぞ
っ
て
言
っ
た
ら
傷
つ
く
だ
ろ
う
か

ら
、
馬
鹿
の
振
り
を
し
て
子
供
み
た
い
に
喜

ん
で
や
っ
て
る
け
ど
さ
。
最
近
俺
は
あ
い
つ

の
褒
め
言
葉
は
『
あ
り
が
と
う
』
の
代
わ
り

だ
と
思
う
こ
と
に
し
て
る
ん
だ
」

「
そ
う
か
、
喜
ん
で
や
れ
ば
い
い
の
か
。

女
っ
て
単
純
だ
な
あ
」

「
そ
れ
で
亭
主
を
操
縦
し
て
る
と
思
っ
て
る

ん
だ
か
ら
、
考
え
て
み
れ
ば
女
っ
て
馬
鹿
だ

な
あ
。
子
供
だ
よ
」

　
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
と
苦
笑
い
し
な

が
ら
ジ
ョ
ッ
キ
を
持
ち
上
げ
た
の
だ
っ
た
。

リーフノベルとは…原稿用紙４枚分、つまり 1600 字以内に収める
超短編小説で、新しいジャンルです。あなたも挑戦してみませんか。

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル

男
っ
て
単
純
ね

文
・
高
安
義
郎
　
絵
・
芝
　
章
一

　本誌にて執筆していただいている
高安義郎氏のリーフノベルが書籍と

なりました。
　収録された
小 説 は 全71
編のいずれも
読み応え十分
な内容で、福
屋書店とAma 
zonで好評販
売中です。

プレゼント 9
「山桜」  高安 義郎 著

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　ヤングテレホン10120-7
ナ ヤ ミ
83-4

ヨクナル
97

http://www.police.pref.chiba.jp/window/center_act/ (千葉県警察少年センター）
非行や虐待についての相談に応じています。受付は月～金曜日の午前9時～午後5時です。 16



  

十
数
年
に
渡
り
こ
の
コ
ー
ナ
ー
『
ポ
エ

ム
の
窓
』は
私
高
安
義
郎
と
妻
の
ミ
ツ
子

が
交
互
に
執
筆
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　
高
安
ミ
ツ
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ
の

広
報
を
十
二
年
間
担
当
し
、
こ
の
間
に
千

葉
県
詩
人
賞
を
受
賞
し
た
り
し
、
詩
集
も

二
冊
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
作
品

は
、
義
母
、
つ
ま
り
私
の
母
を
見
送
っ
た

時
の
高
安
ミ
ツ
子
の
作
品
で
す
。

　
よ
く
世
間
で
は
舅
と
嫁
の
仲
を
険
悪
な

物
と
し
て
見
る
の
が
相
場
で
す
が
、
確
か

に
全
く
の
他
人
が
共
に
暮
ら
す
の
で
す
か

ら
、
始
め
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
す
る
事
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。
で
す
が
二
人
は
気
質
が
似

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
、
母
も
妻
の
ミ
ツ

子
も
、
人
の
気
持
ち
を
く
み
、
共
に
暮
ら

す
楽
し
み
を
見
つ
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
母
は
多
趣
味
の
人
で
し
た
。
若
い
頃
は

舞
踊
を
楽
し
み
、
盆
栽
の
手
入
れ
に
熱
中

し
、
晩
年
は
墨
絵
を
描
い
た
り
陶
芸
を
楽

し
ん
だ
り
し
、
自
分
の
作
っ
た
ペ
ン
立
て

な
ど
を
多
く
の
方
に
貰
っ
て
戴
き
、
そ
れ

を
喜
び
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
趣
味
の
中

で
も
庭
い
じ
り
は
若
い
頃
か
ら
晩
年
ま
で

長
く
続
き
、今
は
『
み
の
り
の
郷
』と
な
っ

た
元『
緑
花
木
セ
ン
タ
ー
』の
一
角
に
展
示

場
を
借
り
、
二
十
年
近
く
盆
栽
や
ら
山
草

や
ら
の
販
売
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ミ
ツ
子
と
母
は
息
子
の
私
以
上
に
接
す

る
時
間
を
多
く
持
っ
た
わ
け
で
、
折
に
触

れ
色
々
な
話
を
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
。
母

の
人
生
や
親
戚
づ
き
あ
い
の
方
法
、
昔
か

ら
の
行
事
等
は
、
息
子
の
私
以
上
に
知
っ

て
お
り
ま
し
た
。
　

　
ま
た
母
は
生
前
「
体
は
中
元
小
物
の
様

に
、
気
位
は
加
賀
百
万
石
の
殿
様
の
よ
う

に
」と
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、生
き
る

上
で
、
こ
の
言
葉
を
妻
は
受
け
継
ご
う
と

思
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
人
に
託
す
心

と
慈
し
む
心
を
踏
ま
え
た
家
文
化
が
あ
る

こ
と
を
母
か
ら
学
ん
だ
と
話
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
両
親
と
の
生
活
を
通
し
、
精
神
の

再
構
成
が
出
来
た
時
期
で
あ
っ
た
と
も
述

懐
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
母
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
煩
い
、

五
年
間
家
で
看
病
し
ま
し
た
が
、
ミ
ツ
子

は
実
に
献
身
的
に
世
話
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
徘
徊
が
始
ま
り
仕
方
な
く
施
設
に
世

話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
ミ
ツ
子
は
毎
日

の
よ
う
に
母
を
見
舞
い
ま
し
た
。

　
嫁
も
息
子
も
判
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
あ
る
時
、「
ミ
ツ
子
っ
て
ど
ん
な
人
だ
っ

た
」と
聞
く
と
。「
あ
の
子
は
良
く
気
を

遣
う
子
だ
っ
た
。
あ
ん
な
子
が
家
の
嫁

だ
っ
た
ら
良
か
っ
た
の
に
」と
そ
ん
な
事

を
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
母
が
み
ま
か
っ
た
の
は
、
十
二
年
前
の

十
二
月
で
し
た
。
丁
度
一
回
り
過
ぎ
た
の

を
機
会
に
、
こ
の
作
品
を
紹
介
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
母
の
葬
儀
後
間
も
な
い
頃

の
作
品
で
、
母
か
ら
託
さ
れ
た
庭
の
草
木

の
名
が
散
見
し
、
義
母
と
の
思
い
出
を
ま

さ
ぐ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

作
品
に
は
義
母
へ
の
深
い
情
愛
と
別
れ
の

哀
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポエムの窓
文・高安義郎

A window of a poem

風か
ざ

花ば
な  

 

高
安
ミ
ツ
子 

冬
空
を
鮮
や
か
に
彩
っ
て
い
た

皇
帝
ダ
リ
ア
が
一
晩
に
内
に

霜
枯
れ
て
し
ま
っ
た
朝

義
母
は
静
か
に
み
ま
か
り
ま
し
た

冬
が
南
天
の
赤
い
実
に
寒
さ
を
結
ん
で
い

く
よ
う
に

沢
山
の
思
い
出
を
私
に
結
ん
だ
ま
ま

義
母
は
永
久
の
眠
り
に
つ
き
ま
し
た

最
後
は
自
分
が
誰
で
あ
る
か
も

生
き
て
い
る
風
景
も
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た

義
母
の
寂
し
さ
を
思
う
と

ま
だ
暖
か
さ
が
残
る
義
母
を

何
か
で
包
ん
で
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
も

私
は
自
分
の
顔
を
重
ね
て
泣
く
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
で
し
た

あ
な
た
と
最
も
近
し
い
距
離
に
い
ら
れ
た

は
ず
の
時
間
は

別
れ
の
深
さ
を
つ
た
え
て
い
ま
し
た

夫
と
二
人
で
見
送
っ
た
朝

義
母
か
ら
託
さ
れ
た
約
束
の

ナ
デ
シ
コ
の
浴
衣
を
着
せ
ま
し
た

そ
し
て
　
お
化
粧
を
す
る
と
昔
の
面
影
が

甦
り

安
ら
か
な
顔
に
な
り
ま
し
た

こ
こ
数
年

義
母
を
つ
な
ぎ
止
め
る
言
葉
が
見
つ
か
ら

ず波
が
ひ
い
て
い
く
よ
う
に
私
た
ち
か
ら
遠

の
い
て
い
き
ま
し
た

そ
れ
は
誰
か
が
大
き
な
ヤ
ツ
デ
の
葉
を
振

り
払
っ
て

義
母
の
記
憶
を
消
し
て
い
く
よ
う
に
も
思

え
る
重
い
日
々
で
し
た

施
設
を
訪
れ
る
た
び
に
夫
は

遠
の
い
て
行
く
母
へ
の
思
い
を

千
羽
の
鶴
に
折
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た

そ
し
て
今
日
の
折
り
鶴
は

「
苦
し
む
こ
と
な
く
飛
び
立
て
る
よ
う
に

飛
翔
し
て
い
る
鶴
を
」

と
夫
は
申
し
ま
す

二
人
と
も
黙
っ
て
別
れ
の
気
持
ち
を
折
り

ま
し
た

今
　
帰
宅
し
た
義
母
を
迎
え
る
我
が
家
の

庭
は

冬
枯
れ
で
寂
し
い
け
れ
ど

義
母
が
好
き
だ
っ
た
　
カ
マ
ツ
カ
が
赤
い

実
を
残
し
て
い
ま
す

見
上
げ
る
と
澄
ん
だ
冬
空
を
風
花
が
舞
っ

て
い
ま
す

義
母
と
の
三
十
四
年
間
響
き
合
っ
た
時
間

か
ら

も
う
、
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
寂
し
さ
が
私

を
濡
ら
し
て
い
き
ま
す

風
花
は
静
か
に
眠
る
義
母
を
い
と
お
し
む

よ
う
に

冬
空
を
舞
っ
て
い
ま
す同

人
誌
『
玄
』
よ
り

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　子ども家庭110番　☎043-252-1152
http://www.pref.chiba.lg.jp/kouhou/soudan/kodomo.html （千葉県各種相談窓口〈こども〉）
千葉県の運営する相談機関です。平日は午前9時～午後8時、休日は午前9時～午後5時に受付しています。児童虐待相談は24時間・365日受け付けています。17



し
た
か
っ
ち
ゃ
ん
の
か
わ
い
さ
に
思
わ

ず
笑
っ
て
し
ま
い
、
自
分
も
「
い
ろ
は

に
ほ
へ
と
」と
く
り
か
え
し
な
が
ら
歩

い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
る
と

今
度
は
お
城
の
ご
家
老
の
乗
っ
た
馬
に

ぶ
つ
か
っ
て
…
…
。
し
ま
い
に
は
こ
の

楽
し
い
気
分
が
と
の
さ
ま
に
も
伝
わ
っ

て
、
と
な
り
の
国
と
の
戦
が
さ
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
『
ぜ
つ
ぼ
う
の
濁
点
』は
、
文
字
ど
お

り
ぜ
つ
ぼ
う
の
「
せ
」に
つ
い
て
い
た

「　
（
濁
点
）」が
主
人
公
で
す
。
長
年
仕

え
て
い
た
主
人
の「
ぜ
つ
ぼ
う
」の
不
幸

を
み
る
に
つ
け
、
自
分
が
い
な
け
れ
ば

「
せ
つ
ぼ
う
」と
い
う
悪
く
な
い
こ
と
ば

に
な
れ
る
も
の
を
と
悩
み
、
道
ば
た
に

捨
て
お
い
て
も
ら
い
ま
す
。
で
も
そ
ん

な
濁
点
を
拾
っ
て
く
れ
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
や
が
て
そ
の
う
わ
さ
を
耳
に

し
た
大
き
な
「
お
せ
わ
」が
、何
と
か
し

て
や
ろ
う
と
濁
点
を
背
負
っ
て「
し
」の

沼
に
つ
れ
て
い
き
、
濁
っ
た
水
に
と
け

て
な
く
な
っ
て
し
ま
え
と
、
沼
の
中
に

放
り
込
み
ま
す
。
薄
れ
ゆ
く
意
識
の
中

で
濁
点
は
、「
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
す
。
す
る
と

そ
の
つ
ぶ
や
き
は「
き
ほ
う
」と
な
っ
て

漂
い
は
じ
め
、
は
や
く
自
分
に
く
っ
つ

け
と
言
わ
れ
る
ま
ま
、濁
点
が
「
ほ
」に

く
っ
つ
く
と
、「
き
ぼ
う
」と
な
っ
て
う

か
び
あ
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
こ
と
ば
の
感
覚
は
、
一
朝
一
夕
に
身

に
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
小
さ
い
う
ち

か
ら
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
。
小
さ

い
人
た
ち
に
は
本
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
ば
を
繰
り
返
し
耳
に
す
る
こ
と

で
、「
受
け
取
る
力
」を
磨
い
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

て
、
楽
し
め
ま
す
。
こ
う
い
う
耳
な
じ

み
の
あ
る
こ
と
ば
た
ち
は
、
昔
話
と
同

様
、
世
代
を
超
え
た
共
通
の
知
識
と
し

て
伝
承
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
趣
き
を
変

え
て
、
こ
と
ば
の
持
つ
力
を
描
い
た
絵

本
を
二
冊
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。『
い
ろ
は

に
ほ
へ
と
』と
『
ぜ
つ
ぼ
う
の
濁
点
』で

す
。

　
『
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
』は
江
戸
時
代
が

舞
台
。か
っ
ち
ゃ
ん
は「
い
ろ
は
に
ほ
へ

と
」を
習
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、く

り
か
え
し
唱
え
な
が
ら
歩
い
て
い
る
う

ち
に
、
お
さ
む
ら
い
さ
ん
に
ぶ
つ
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
は
じ
め
は
お
こ
っ
た

お
さ
む
ら
い
さ
ん
で
し
た
が
、
言
い
返

今
回
は
「
こ
と
ば
」を
テ
ー
マ

に
し
た
本
を
取
り
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
最

近
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
こ
と
ば
の
使

い
方
が
雑
に
な
っ
て
い
る
な
あ
と
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
通
信
手
段
が

発
達
し
、
自
分
か
ら
発
信
す
る
こ
と
は

以
前
に
比
べ
て
格
段
に
増
え
て
い
ま
す

が
、人
の
こ
と
ば
を
「
受
け
取
る
」あ
る

い
は
「
読
み
取
る
」と
い
う
感
覚
は
に

ぶ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
話

題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う

い
う
こ
と
が
原
因
の
一
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
特
に
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
の
が
、
耳
で
聞
い
て
理
解
す
る
、
つ

ま
り
頭
の
中
に
映
像
と
し
て
思
い
う
か

べ
る
力
で
す
。
こ
れ
は
本
を
読
む
こ
と
、

あ
る
い
は
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
養
わ

れ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で
す
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
ま
ず
は
詩
の
本
で

す
。『
み
み
ず
の
た
い
そ
う
』は
、神
沢
利

子
、
岸
田
衿
子
、
工
藤
直
子
、
阪
田
寛

夫
、谷
川
俊
太
郎
、ま
ど
み
ち
お
、与
田

凖
一
と
い
う
そ・
う・
そ・
う・
た
る
メ
ン
バ
ー

の
詩
が
つ
ま
っ
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
す
。

童
謡
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

し
、
ど
の
詩
も
や
さ
し
く
美
し
い
言
葉

で
書
か
れ
て
い
て
、「
詩
は
と
も
だ
ち
」

と
い
う
副
題
の
と
お
り
、
繰
り
返
し
読

ん
で
ほ
し
い
と
思
う
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
も
う
一
つ
お
勧
め
な
の
が
、
齋
藤
孝

編
の
「
声
に
だ
す
こ
と
ば
え
ほ
ん
」と

「
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
」の
シ

リ
ー
ズ
で
す
。
名
作
や
古
典
の
さ・
わ・
り・

あ
り
、詩
あ
り
、こ
と
ば
遊
び
あ
り
、歌

舞
伎
の
口
上
や
売
り
口
上
な
ど
も
あ
っ

※�ここで紹介する本は、たんぽぽ文庫や
東金図書館で借りられます。たんぽぽ
文庫は日吉台六丁目佐藤宅で、毎週
木曜日午後三時から開いています。

☎ 0475-52-1983 佐藤

たんぽぽ文庫

佐藤真理

『みみずのたいそう』
市河紀子編／西巻茅子絵　のら書店

「声にだすことばえほん」シリーズ
齋藤孝編　ほるぷ出版

「声に出して読みたい日本語」シリーズ
齋藤孝編　草思社

『いろはにほへと』
今江祥智文／長谷川義史絵　BL出版

『ぜつぼうの濁点』
原田宗典作／柚木咲弥郎絵　教育画劇

Bookcases of children

桜ヶ池

レイクサイド歯科

スーパーカワグチ

セブンイレブン

↑ときがね湖方面

たんぽぽ文庫

丸山公園

黒田公園59子どもの本箱

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　千葉県環境生活部県民生活・文化課　☎043-223-2330
外にも相談を受けている機関はいろいろありますが、どこへ相談や問合せをしたらよいかわからないときは千葉県環境生活部県民生活・文化課まで。
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自然豊かで、四季を感じられる学校です
　源小学校は、創立144周年。春になると校庭の桜の古木が見事に花を咲かせます。春には、校舎の裏山で、
全校児童でタケノコ掘りをします。秋には、正門の大きなイチョウ。校舎裏のカエデが見事に色づきます。
カエデの木の後ろには、大きなクスノキがあり、本校「くすのき展」の名前の由来となっています。
　アオバズクは源小学校のマスコットとして親しまれています。学区には、ホタル、シジミ、サワガニ、
イモリなど、たくさんの動物も見られます。

学びの扉

　くすのき展は、21年前に体育館で書写作品を展示したことから
始まり、東金文化会館に会場を移し 21年続いています。2年目か
らは、源地区出身で、千葉大学の教授であった上野弘道先生（故人）
の協力により、源地区で採れた粘土を材料として、焼き物作品の展
示が加わりました。以来 21年間、千葉大学の造形教室の協力によ
り、焼き物づくりが続いています。保護者、地域の方も焼き物づく
りに参加しています。焼き物の他に、児童は外部講師の協力を得て、
書道、絵画、絵手紙の中からひとつ選択し、作品づくりをします。

学校と地域の体験活動 源小学校

−第8回−

くすのき展
　地域の「畑の先生」の指導を受け、育てます。畑の先生を招待し
て、幼稚園児と一緒においもパーティーを開きました。

サツマイモ・落花生の栽培

　4〜 6年生が源地区にある森林組合の方にお話をしていただき
ました。また、6年生が茂原の和菓子店の本物の職人さんに和菓子
づくりを教わりました。

森林・和菓子についての授業

　源幼稚園、地区長会、長寿会、福祉協議会、体協源支部、消防団、
子ども会、保護者で協力して行事を持っています。7月「源夏まつ
り」、9月「地区運動会」、12月「お楽しみ会」、10月には「ふれ
あい広場」に参加しています。

地域の学校として

アオバズックちゃん

佐藤真理さんの『よってって　きいてって　おはなしライブ』　みのりの郷東金　☎0475-53-3615
http://minorinosato-togane.com
東金マルシェ内情報発信コーナー（入場無料）　毎週月曜日10時30分～11時まで　月曜日が祝日の場合はお休み19



From Inside

リ
ー
フ
ノ
ベ
ル

　
「
喜
劇
」
面
白
か
っ
た
で
す
。
私
も
ず
っ

と
焼
き
餅
を
や
く
人
の
気
持
ち
が
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
ご
ろ
や
っ
と
わ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
東
金
市
家
之
子　
鈴
木
）

歴
史
ば
な
し

　
歴
史
ば
な
史
で
「
故
鷹
」
と
「
蒼
鷹
」
の

一
文
字
の
違
い
か
ら
、
真
実
に
近
づ
く
こ
と

が
で
き
た
り
、
想
像
が
広
が
っ
た
り
、
楽
し

く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
東
金
市
家
之
子　
布
留
川
）

学
び
の
扉

　
福
岡
小
学
校
で
は
野
外
給
食
を
は
じ
め
地

域
の
人
達
の
協
力
の
下
、
色
々
な
行
事
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
児
童
数
が

減
少
し
て
い
る
と
い
う
事
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
東
金
市
日
吉
台　
五
十
嵐
）

散
歩
道

　
「
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
」
初
め
て
知
り
ま

し
た
。　
　
　
　
（
東
金
市
西
福
俵　
高
橋
）

　
毎
号
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。「
カ
ン

ト
リ
ー
サ
イ
ン
の
旅
」
は
、
い
つ
も
何
気
に

通
り
過
ぎ
て
い
た
標
識
に
、「
改
め
て
」
気

付
く
こ
と
が
で
き
た
記
事
で
し
た
。

（
八
街
市　
大
塚
）

▶
僕
は
市
外
か
ら
東
金
に
通
っ
て
い
る
の

で
、
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
の
下
を
毎
回
通
っ

て
い
ま
す
。
ふ
と
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
に
気

付
い
た
時
に
、
こ
の
記
事
を
書
こ
う
と
決
意

し
ま
し
た
。
毎
日
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
の
下

を
通
っ
て
い
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
市

町
村
ご
と
に
違
い
が
あ
る
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ

ン
に
注
目
す
る
旅
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
で
も
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
主

に
車
道
に
あ
る
の
で
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

感
想

　
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
が
し
っ
か
り
と
わ
か
り

助
か
り
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
情
報
も
公
民
館
別

に
載
っ
て
い
る
の
で
わ
か
り
や
す
く
、
参
加

し
て
み
た
い
も
の
が
見
つ
か
っ
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
全
体
的
に
読
む
の
が
楽
し
く
役

に
立
ち
ま
す
。（
東
金
市
西
福
俵　
久
保
田
）

　
喜
劇
（
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
）
が
読
ん
で
楽
し

か
っ
た
で
す
。
フ
ロ
ム
イ
ン
サ
イ
ド
毎
回
楽

し
み
で
す
。　
　
　
（
東
金
市
堀
上　
廣
田
）

　
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
が
ま
と

ま
っ
て
読
め
て
便
利
で
す
ね
！
！
読
み
も
の

の
コ
ー
ナ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と
て
も

面
白
か
っ
た
で
す
!!　
　
（
八
街
市　
荒
木
）

 

毎
回
「
と
き
め
き
」
は
内
容
が
良
く
、
特

に
連
載
中
の
「
散
歩
道
」
が
記
述
が
充
実
し

て
お
り
、
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
お

り
ま
す
。　
　
　
（
東
金
市
松
之
郷　
吉
井
）

　
と
き
め
く
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
昨

今
、
た
ま
ー
に
と
き
め
く
記
事
も
あ
っ
て
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。　
（
山
武
市　
瀬
戸
）

　
す
ご
く
充
実
し
た
情
報
誌
で
び
っ
く
り
し

ま
し
た
！　
佐
倉
に
は
こ
う
い
う
も
の
が
な

い
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
佐
倉
市　
秋
葉
）

　
と
き
め
き
に
イ
ベ
ン
ト
情
報
・
サ
ー
ク
ル

情
報
を
見
て
、
何
か
自
分
が
興
味
を
持
て
る

も
の
が
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
参
考
に

し
て
い
ま
す
。
何
に
で
も
参
加
し
て
み
た
い

と
思
う
も
の
の
、
や
り
始
め
た
ら
な
か
な
か

や
め
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
自
分
が
い

ま
す
。始
め
の
一
歩
が
ど
う
し
て
も
出
な
い
。

悩
ん
で
い
た
ら
何
も
で
き
な
い
ん
で
す
け
ど

ね
。
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き

ま
す
。
悩
む
よ
り
行
動
。
頭
で
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
が
…
何
事
も
経
験
で
す
ね
。

（
東
金
市
田
間　
大
村
）

▶

僕
も
同
じ
悩
み
を
持
っ
て
い
ま
し
た
！

一
度
始
め
た
ら
、
徹
底
的
に
の
め
り
込
ん
で

し
ま
う
の
で
は
…
と
か
つ
て
足
踏
み
し
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
「
ジ
ー
っ
と
し
て

て
も
ド
ー
に
も
な
ら
な
い
！
」
と
思
い
１
つ

だ
け
厳
選
し
て
始
め
た
ら
、
今
で
も
ハ
マ
っ

て
い
る
欠
か
せ
な
い
趣
味
と
な
り
ま
し
た
！

広
げ
す
ぎ
ず
一
点
集
中
で
行
う
の
が
オ
ス
ス

メ
で
す
！

　
身
近
な
市
内
の
名
所
・
史
跡
等
、
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
等
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
情
報
誌

と
し
て
毎
回
楽
し
ん
で
読
ま
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
（
東
金
市
道
庭　
伊
藤
）

　
た
く
さ
ん
の
情
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
♪
す
ご
い
た
め
に
な
る
情
報
が
多
く
て
よ

か
っ
た
で
す
。　
　
　
　
（
四
街
道
市　
森
）

　
地
域
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

い
で
す
。
と
き
め
き
の
情
報
を
通
し
て
サ
ー

ク
ル
に
入
会
し
た
り
、
映
画
や
絵
を
見
に

行
っ
た
り
、
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

（
九
十
九
里
町　
川
村
）

　また年が明けてしまっ
た。正月のお酒とビールは
美味しかった。年を重ねる
たびに、お酒がうまく感じ
られるようになり、量は多
くないが、しみじみと堪能

している。また食べ物も魚より肉をなぜか欲す
るようになり、妻は体調の事を考え、あまり勧
めないが、最近は確かに肉料理が増えている。
　体は確実に衰えていくわけで、その維持
には人それぞれに苦労があろう。食事と旅
を楽しむために、時を刻んでゆくことは大変
である。

青 木

　本年もよろしくお願
いします。年が明けて
最初の大仕事は成人
式でした。毎年新成人
がニュースを騒がせる
地 域もあるようです

が、東金は真面目そうな子もヤンチャな子
も気を引き締めてしっかり大人の一歩目を
踏み出してくれました。夏から実行委員の
子達と一緒に作ってきた成人式は自分の
とき以上に思い出深い式になりました。自
分のときは…む、昔過ぎて思い出せない。
新成人の皆さんおめでとうございます。

椎 名

　同僚がBluetoo 
thのイヤホンを買っ
たのを見て、私の物
欲が刺激されていま
す。欲しいものは徹
底的に調べる性分な

ので、色々と調べていたらどうやら音楽
データは圧縮して通信しているらしく、基
本はSBCというコーデックが使われてい
て、iphone用にはAACが、Android機
用にはsptXが対応したものが良いらしい
です。買う買わないは別として、知らない
ことを知るというのは楽しいものですね。

糸 久

　大学生のとき
に通いつめてい
た つ け 麺 の お
店があります。
週３で行ってた
こともある思い

出の店で、たまにその店の味が急に
恋しくなる時があります。そんな時
は「ジーッとしててもドーにもならな
い」ので、大学時代の友人を誘って
食べに行っています。魚介ベースの
スープや、ピリ辛な和風スープ・・・や
ばっ、食べたくなってきた・・・（＾○ ；^）

鑓田

　ときめきでは、読者の皆様からの投稿をお待ち
しています。楽しい日常の出来事、イラストやス
ナップ写真、そして新企画のアイディアや情報の
提供など、編集部までどしどしお寄せください。
　また、本誌へのご意見ご要望などもお待ちし
ています。（ときめき編集部）

読者の皆様へ

読
者
の
ひ
ろ
ば

と
き
め
き

次号（Vol.86）は平成30年6月上旬発行予定です。区内回覧でもご覧いただけますが、
確実に入手されたい方は、市役所受付または生涯学習課（市役所4階）までお越しください。
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今
回
の
絵
葉
書
は
、
八
鶴
湖
を
中
心

に
作
成
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
観
光
用

と
し
て「
多
田
屋
本
店
発
行
」と
な
っ
て

い
る
。そ
れ
が
今
と
な
っ
て
は
貴
重
な
歴

史
文
化
資
料
で
あ
る
。ま
た
裏
面
に
フ
ラ

ン
ス
語「
c
カ
　
ル
　
テ

a
r
t
e 

p
ポ
　
ス
　
タ
　
ル

o
s
t
a
l
e
」

と「
千
鳥
印
」が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。明

治
10
年（
1
8
7
7
）に
万
国
郵
便
連
合

（
U
P
U
）に
加
盟
し
て
お
り
、
こ
の
公
用

語
が
フ
ラ
ン
ス
語
。ま
た
通
信
面
の
仕
切

線
の
有
無
と
位
置
で
大
枠
の
年
代
が
判

断
で
き
る
。

・ 

横
線
な
し
→
明
治
六
年（
１
８
７
３
）〜

明
治
四
十
年
三
月

・ 

横
線
三
分
の一
位
置
→
明
治
四
十
年

四
月
〜
大
正
七
年（
１
９
１
８
）三
月

・ 

横
線
二
分
の

一
位
置
→
大

正
七
年
四
月

　
そ
れ
で
は
各

写
真
に
つ
い
て 

“
御
託
”を
並
べ

て
い
こ
う
。

（
青
木
）

通信面の横線が二分の一位置なので大正七年以降に
なる。現在の弁天島より小さい。明治頃は釣船が数
隻あったそうだが、大正から昭和にかけて湖上遊覧
に変わったという。

明
治
45
年
4
月
3
日
の
東
金
高
等
女
学

校（
当
時
）の
落
成
記
念
絵
葉
書
。
通
信

面
に
記
念
の
丸
印
あ
り
。「
東
金　
多
田

屋
本
店
発
行
」

当
時
で
は
か
な
り“
モ
ダ
ン
”な
建
物
。

残
し
た
か
っ
た
建
物
の
一
つ
。

本
漸
寺
か
ら
高
校
の
土
手
は
当
時
か
な

り
高
か
っ
た
よ
う
だ（
約
２
ｍ
？
）。
今

と
違
っ
た
段
差
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
明
治
期
の「
切
通
し
一
本
松
」。
今
の

八
鶴
湖
入
口
部
で
、
左
の
山
と
つ
な
が
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
切
通
し
に
な
る
前
は

隧
道
か
。
そ
の
後
、
昭
和
初
期
頃
に
は
2

〜
3
ｍ
の
高
さ
に
削
ら
れ
る
。「
東
金
高
等
女

学
校　
落
成
開
校
記
念
」明
治
四
拾
五
年
の

印
あ
り
。
通
信
面
の
横
線
は
三
分
の
一
。
な

お
、
こ
の
漢
詩（
七
言
律
詩
）を
書
い
た
梁
川

星
巌
は
、
寛
政
元
年（
１
７
８
９
）美
濃
生

ま
れ
の
漢
詩
人
。１
８
４
５
年
に
京
都
に
移

り
、
勤
王
の
志
士
た
ち
と
討
幕
運
動
に
加

わ
り
、
安
政
の
大
獄
の
直
前
に
急
死
し
た
。

東金町の大野伝栄より
西本須満子に宛てたお
礼の手紙（身内の敏子
が頂いた品物に対し
て）。伝栄は大野家一
族の者で、明治時代の
大野銀行の監査役を勤
めていた。
大正時代、明治からの
普通切手のデザインを
一新、偽造防止の透か
し模様が入る。 本漸寺および弁天島前。右側の弁天島には上り階段が

付いている。道が今より広く感じる。大正時代であろう。

　
古
代
か
ら
、
歴
代
の
天
皇
が
皇
位
の

し
る
し
と
し
て
、
受
け
継
い
で
き
た
と

い
う
三
種
の
宝
物
を「
三
種
の
神
器
」と

称
し
て
い
る
。八や

た
の
か
が
み

咫
鏡・
天あ

ま
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

叢
雲
剣
or

草く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

薙
剣・
八や

さ
か
に
の
ま
が
た
ま

尺
瓊
勾
玉
で
あ
り
、
弥
生

時
代
か
ら
鏡・剣・玉
を
権
威
の
象
徴
と

し
て
い
た
。そ
れ
以
後
、
鏡
と
剣
を
天

皇
の
身
辺
に
置
く
こ
と
に
よ
り
護
身
の

呪
物
と
し
、
皇
位
継
承
の
際
に
は
新
天

皇
に
さ
さ
げ
る
儀
式
が
成
立
し
た
。ま

た
伝
承
と
し
て
、
鏡
は
知
恵
を
、
勾
玉

は
慈
悲
深
さ
を
、
剣
は
勇
気
や
武
力
を

象
徴
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
言
葉
は
昭
和
30
年

代
頃
か
ら
経
済
の
発
展
と
相
俟
っ
て
、

庶
民
の
理
想
的
な
３
種
の
品
物
と
し

て
、
昭
和
40
年
に
は
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ・

ク
ー
ラ
ー・自
動
車
が
掲
げ
ら
れ
た
。ま

た
三
種
の
神
器
で
は
な
い
が
高
度
成
長

期
に「
巨
人・大
鵬・卵
焼
き
」の
流
行
語

も
あ
っ
た
。懐
か
し
く
も
あ
り
、
又
時

勢
を
感
じ
る
。こ
の
時
代
、
少
し
も
裕

福
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
に
は

何
故
か
現
実
的
な“
幸
せ
”が
感
じ
ら

れ
、時
間
が
止
ま
っ
た
感
覚
で
あ
っ
た
。

さ
て
現
代
に
お
い
て
幸
せ
を
感
じ
る
モ

ノ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。だ
が
何
も
頭
に

浮
か
ば
な
い
。

今
の
多
様
な

“
豊
か
さ
”が
邪

魔
を
す
る
。　

　
　
　
（
青
木
）

ときめき
トリビア

No.59

三
さん

種
しゅ

の神
じん

器
ぎ

『明治から昭和の絵葉書㈡』

ちょっと

気になる街角

vol.16

東金市教育委員会生涯学習課

☎0475-50-1187

罫線の位置が違う

表
面

パワーアップを図るべく日々奮闘している『ときめき』では、皆さんからのお便りをお待ちしています。ご意見、ご感想、ご要望など何でも結構です。
皆さんのお便りこそが編集部のパワーの源。素敵なプレゼントを用意しております。それではまた次号でお会いしましょう。

23



賞品提供 :　　　 東金文化会館、　　　 山武市成東文化会館のぎくプラザ、　　　 東金市生涯学習課

ときめきは再生紙を使用しています。

（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません）

あ
て
先

応
募
方
法

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、郵便番号、
電話番号、本誌を入手された場所と本誌への感想、差
支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、ＦＡＸ、Ｅメー
ルでご応募ください。締め切りは2月28日（水）消印有
効（但し、❶❺❻のみ2月15日（木）まで）。結果の発表
は当選者への発送をもって代えさせていただきます。

〒283-8511 東金市東岩崎1-1
東金市生涯学習課

『ときめき vol.85』プレゼント係
TEL 0475-50-1187
FAX 0475-50-1294
E-mail syogai@city.togane.lg.jp

メールアドレス

たくさんの応募
待ってまーす

Presentプレゼント
51名様に

東金 山武 生学

3月24日（土）
17：30開演

5月26日（土）
10：00～／14：00～
2回上映

5組10名

TOGANE シネマ vol.23
映画「人生フルーツ」1

3月4日（日）
①11：00～
②13：30～
③15：50～
各回入替制

東金

2組4名

親子 de オペラ鑑賞デビュー
「美女と野獣物語」

〜二期会 BLOC 千葉オリジナル版〜
4

5月26日（土）
14：00開演

東金

2組4名

東金文化会館開館30周年記念事業
山崎まさよし
Yamazaki Masayoshi String Quartet “BANQUET”

2
東金

5名

生涯学習課からのプレゼント
「山桜」  高安 義郎 著

9

いずれも2組4名ずつ

平成29年度優秀映画鑑賞事業
日本名作映画祭

2月24日（土）

6
山武

生学

2組4名

世良公則
ソロ・アコースティックライブ
〜 O-Kiraku Live 2018〜

2月24日（土）
15：30開演 第1部　①10：00～

②12：00～
第2部　①15：00～

②17：10～

5
山武

3組6名

自主事業映画
「ザ・ウォーク」8

山武
3組6名

サロンコンサートvol.190
ハッチポッチクインテット　
マリンバ＆パーカッションコンサート

3月16日（金）
18：30開場　　
19：00開演

7
山武

2組4名

共催事業
鈴木直美ピアノリサイタル3

東金

4月28日（土）
14：00開演

© 東海テレビ放送

本誌にて執筆していただ
いている高安義郎氏の
リーフノベルが書籍とな
りました。

東
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